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a.　図柄については、原稿を作成し係員の承諾を受けること。
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a.　ピクトグラム表示や点字サインの導入を推奨する。

【５】取付位置・方法

a.　取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。

b.　取付方法については、下地等を考慮し適切な方法で取付を行うこと。

c.　障がい者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。

【６】その他
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　　又、室名札脱着の際には、スライドロック機構、専用吸盤等を利用し商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様を推奨する。

b.　サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をすること。
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01
NON SCALE

構　造　特　記　仕　様　書

印を適用し、選択項目は

○ 印が複数有る場合は、共に適用する。

5)杭頭補強

かご筋 スタッド溶接 杭外周溶接

4-5 場所打鉄筋コンクリート杭,場所打鋼管コンクリート杭

1)工法

アースドリル工法 拡底アースドリル工法

リバース工法 オールケーシング工法 （　　ベノト工法　　　　　　　）

BH工法

2)杭径,設計耐力,本数表(拡底部は施工径を示す)

3)杭先端深さ

4)孔壁測定

全数 行わない

5)使用材料

コンクリート ( )

鉄筋

D SD390

鋼管(リブ付)

4-6 杭打地業共通事項

1)[

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する)2)載荷試験

3)SL塗布

印が無い場合は ※ 印を適用する。

※ 行う

※ 行わない

※ 行わない

試験杭 試験掘] 行わない行う(  本)

6-5

計画供用期間の級( )は耐久設計基準強度Fd

短期(18) 標準(24) 超長期(36)長期(30)

Fm=Max(Fc,Fd)+S調合管理強度

材齢28日の調合強度Fは下記の両式を満足するものとする。

F≧Fm+1.73σ F≧0.85Fm+3σ

6-6

[ 空気量スランプ ]2)フレッシュコンクリート

3)躯体のせき板取り外し時期決定圧縮試験

4)コンクリートコア抜き取り圧縮試験

5)マスコンクリートのひび割れ照査(温度応力解析)

6)単位水量測定

※  行う

※  行う

※  行わない

※  行わない

行う

行う

行う

行わない

行わない

行わない

調合 (補正値は工事費に含む)

基礎、梁側、柱、壁 スラブ下 梁  下

コンクリート
の材齢

による場合

3 日

5 日

8 日 28 日

25 日

17 日

28 日

5N/mm2

0 ℃以上

5 ℃以上

15 ℃以上

圧縮試験による場合 注) 設計基準強度

A 種 B 種 C 種

190

内壁

国土交通省大臣認定(グレード)

S H M R J

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

縦

横

ロッキング構法

アンカー構法

諸官庁への届出書類は遅滞なく 提出すること。

コンクリートの仕様は設計図による。特記のない場合JASS5(2022)水中コンクリートによる。

§10 その他

GL-    m 杭リストによる 杭伏図による

( 方向)2

( % )

Fc     普通ポルトランドセメント 高炉セメントB種

D 以下 SD295 D 以上 SD345

以上

SKK400 SKK490

行う

せき板及び支柱の在置期間(普通ポルトランドセメントの場合)

6-7

注) かつ、施工中の荷重及び外力について、構造計算により安全が確認されるまで。

住宅性能表示

劣化等級2又は3を指定する場合は、鉄筋コンクリート構造配筋標準図(1)2-7かぶり厚さ

が変わる為、かぶりを訂正又は、設計図に明示する。

劣化等級 等級2 等級3

6-8

コンクリートブロック

2)厚さ mm 100 120 150

ALC8-2 パネル

1)使用箇所 床 屋根 外壁

7-11

7-12 下記〇印のグレード認定工場の内、納期・製作能力・鉄骨数量を勘案して工場選択のこと

3) 

1)受入検査を行う第三者検査機関は、建築主、設計者、工事監理者又は工事施工者(元請)との直接契約による。

判定は7.2.1疲労を考慮しない溶接部のうち、引張応力が作用する溶接部の項を適用する。

7)受入検査の抜取り方法及び抜取り率は以下による。

a)工場溶接の場合

4) 

5) 

5)超音波探傷検査は日本建築学会「鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査規準・同解説」(2018)により、合否

6)溶接箇所数の数え方は「JASS6 鉄骨工事 (2018)」表10.1溶接箇所数の数え方による。

溶融亜鉛メッキ

高耐食メッキ鋼板(t3.2mm以下)

※ 行う 行わない

鉄骨製作工場

・補強マニュアル」による。

9)ずれ・食違いの補修方法は、独立行政法人 建築研究所監修「突き合せ継手の食い違い仕口のずれの検査

8)検査により不合格と判定された溶接部はすべて補修を行い、再検査して合格とならねばならない。

ⅰ.全数検査とする。

b)現場溶接の場合

　の合計が4個以下のときはロットを合格とし、5個以上のときはロットを不合格とする。

　ロットからさらに30個のサンプルを抜取検査する。総計60個のサンプルについての不適合個数

　ロットを不合格とする。ただし、サンプルの中の不適合数が1個を超え4個未満のときは、同じ

ⅲ.大きさ30個のサンプル中の不適合個数が1個以下の時はロットを合格とし、4個以上ときは

ⅱ.抜取り数は各ロット毎に30箇所をランダムにサンプリングする。

ⅰ.検査ロットは各節、各工区毎に溶接箇所300箇所以内で構成する。

「JASS6 鉄骨工事 (2018) 付則6. 鉄骨精度検査基準」の限界許容差による。

4)外観検査の合否判定は国土交通省告示1464号による。ただし告示に定めのないものは日本建築学会

3)受入検査は目視による外観検査と超音波探傷検査とし、社内検査完了後に行う。

取得した事業者とし、当該工事の鉄骨製作工場の社内検査を行っていない事業者とする。

2)第三者検査機関は(社)日本溶接協会によるCIW検査事業者認定種別における超音波探傷検査部門の認定を

溶接部の検査(受入検査)

用いる 用いない

行わない行う

行う 行わない

常温亜鉛メッキ

8-1

1)種類

8-3

外壁取付構法及び厚さ

押出成形セメント板

mm

横

方  向 構     法 使 用 箇 所 備   考

ロッキング構法

8-4

床 屋根1)床及び屋根

PCa板

PCa板単独 厚さ mm

合成板

PCa板厚さ mm 現場打厚さ mm 合計厚さ mm 備     考

2)外壁 厚さ  mm

令第129 条の２ の３ の事項

建築物に設ける建築設備にあっては、 構造耐力上安全なものとして、 以下の構造方法による。

建築設備（ 昇降機を除く 。 ） 、 建築設備の支持構造部及び緊結金物は、 腐食又は腐朽のおそれがない

ものとすること。

屋上から突出する水槽、 煙突、 冷却塔その他これらに類するものは、 支持構造部又は建築物の

構造耐力上主要な部分に、 支持構造部は、 建築物の構造耐力上主要な部分に、 緊結すること。

煙突の屋上突出部の高さは、 れんが造、 石造、 コンクリート ブロック造又は無筋コンクリート 造の場合は

鉄製の支枠を設けたものを除き、 90 ㎝以下とすること。

煙突で屋内にある部分は、 鉄筋に対するコンクリート のかぶり厚さを5 ㎝以上とした鉄筋コンクリート 造

又は厚さが25 ㎝以上の無筋コンクリート 造、 れんが造、 石造若しく はコンクリート ブロック造とすること。

建築物に設ける給水、 排水その他の配管設備は、

風圧、 土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

建築物の部分を貫通して配管する場合においては、 当該貫通部分に配管スリーブを設ける等

有効な管の損傷防止のための措置を講ずること。

管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、 伸縮継手又は

可撓継手を設ける等有効な損傷防止のための措置を講ずること。

管を支持し、 又は固定する場合においては、 つり金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震

その他の震動及び衝撃の緩和のための措置を講ずること。

ものにあっては、 建設省告示第1389 号により、 風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して

構造耐力上安全なものとすること。

エレベーターの駆動装置等は、 構造体に安全に緊結されていること。

特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの１ ／３ 以下とし、 管の間隔を管径の３ 倍以上かつ

５ ｃ ｍ以上を原則とする。

満水時の質量が１ ５ ｋ ｇ を超える給湯設備については、 平成１ ２ 年建設省告示第１ ３ ８ ８ 号及び平成24年国土

交通省告示第1447号による。

検査時に緊結方法等の検討資料を提出すること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。

§1 一般事項

1-1

1-2 設計図書の優先順位は下記による。

1)本特記仕様書

2)設計図

3)標準図

4)仕様書 (

1-3

1-4

第三者機関による検査・試験費用は工事費に 含まない )

1-5

1-6

1-7 その他

構造関係材料及び各種試験成績書・検査報告書を作成し提出する。

設計図書に示されていない材料、工法等を採用する場合は文書にて工事監理者の承諾を得る。

梁貫通位置、径、及び箇所数は(

2-1

X

2-2

構造計算ルート別による主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手の重ね長さ

( ※含む

鉄骨工作標準図

使用材料は原則としてJIS規格適合品、又は大臣認定品とする。

XY両方向共ルート3及び限界耐力計算の場合は、令第73条第2項の仕様規定によらずJASS5(2022),

5)日本建築学会標準仕様書 , JASS5 2022年 , JASS6 2018年

※  建築基準法施行令第73条第2項による仕様規定

鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説及びRC規準(2018)とすることができる。

鉄筋の継手(定着については設計図若しくは標準図による)

鉄筋コンクリート壁式標準配筋図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図 

鉄筋鉄骨コンクリート構造標準図  高強度せん断補強筋施工仕様書 

公共建築協会  ※日本建築家協会 )

各工事に際して、施工計画書及び施工図を提出し、工事監理者の承諾を得る。

 ※設備図 )による。構造図 意匠図

方  向 構造計算ルート

Y

§2 構造計算ルート

日本建築学会 RC規準(2018)

日本建築学会 JASS5(2022),鉄筋コンクリート造配筋指針・同解説(2021)

§3 仮設工事,土工事

3-1

3-2

山留め、根切り

埋戻し土、盛土、残土処分

埋戻し土

盛土

残土処分

※ 根切り土の中の良土

※ 根切り土の中の良土

場内地均し ※ 場外搬出処分(※ 自由

搬入良土(盛土は30cm毎に転圧締固めを行うこと)

搬入良土(埋戻し土は30cm毎に転圧締固めを行うこと)

指定場所 )

§4 地業工事

場   所

基 礎
独立,布

ベ  タ

屋内

屋外

:

:

A

B

砕 石

割栗石
厚 さ捨てコンクリート厚さ

60

60

60

60

60

60 100

100

100

100

100

100 B

B

B

B

B

B

a

※ 50 

※ 50 

※ 50 

※ 50 

※ 50 

　 50 

※ A

※ A

※ A

※ A

※ A

※ A

※ 60 

※ 60 

※ 60 

※ 60 

※ 60 

　 60 

150

150

150

150

150

150

100

100

100

100

100

※ 100 　

注1)

土間コン
クリート

構造スラブ

基 礎 梁

注

注

1).アンカーボルト支持用フレームの、あと施工アンカーを打込む部分は100以上とする。

2).端部aは100以上とする。

長期 短期 終局kN/m2 kN/m2 kN/m2

行う (  箇所,長期設計耐力の3倍を確認する) ※ 行わない

設計地耐力4-2

地耐力載荷試験

無筋コンクリート地業 締固め工法

セメント系固化材撹袢 圧密排水工法

[

4-4 既製コンクリート杭、鋼管杭、その他特殊杭

1)杭種

PHC杭 A種 B種 C種

ST杭 B種 C種A種

t mmSC杭

PRC杭 Ⅰ種 Ⅱ種 Ⅲ種 Ⅳ種

節杭 A種 B種 C種

※ 行わない

※ 行わない

]

]一軸圧縮試験載荷試験

六価クロム溶出試験

4-3 地盤改良

行う (  箇所)

[ 行う

鋼管杭

2)工法

打撃工法

先行掘削 ※ あり なし

3)杭径,設計耐力,本数表

(    )

(    )

(    )

(    )

杭径(拡底部)mm 備  考本数長期kN 短期kN 終局kN

4)杭の構成は設計図による。

4-1 基礎及びスラブ下地業 (単位mm)

§5 鉄筋工事

5-2

抜取り検査

(JISZ3120)引張り試験

1 検査ロットにつき 原則 柱・梁の径毎に3本

熱間押抜き試験超音波探傷試験

301 検査ロットにつき

※ 3 本

不合格となった圧接部は切り取って再圧接を行う。また残り全数に対して超音波探傷試験を行う。

1検査ロットは1組の作業班が1日に施工した圧接箇所の数量で200箇所以内

ガス圧接部の検査(第三者機関による)外観検査全数(引張り試験の場合、施工者自主検査でもよい)

鉄筋の組立は適切な位置にスペーサーを使用し、組立後は形状保持のための養生を行う。

コンクリートを2回打する部材は、初回の打設後に鉄筋の清掃を行う。

コンクリート打設前に工事監理者の検査を受け不備な箇所は修正を行う。

5-3

その他5-5

梁貫通補強

補強筋は原則として工場製品(評定品)を使用する。

5-4

溶接、機械式継手の検査は各々の認定方法による他、日本継手協会仕様書(2017年)及び下記参照する。

JIS　Z　3063(鉄筋コンクリート用異形棒鋼溶接部の超音波探傷試験方法及び判定基準)

JIS　Z　3064(鉄筋コンクリート用機械式継手の鉄筋挿入長さの超音波測定試験方法及び判定基準)

基礎梁、基礎小梁の継手及び定着は原則として

梁の余長　の採用

②地反力を受ける①一般

とする。③上載荷重が大きい場合

端部上下筋15d　中央上下筋20d

端部上下筋15d　中央上下筋20d

大梁・小梁　※D' (梁有効成)1

2基礎梁　　　※min(D',L  )

§6 コンクリート工事

(JISZ3062)

箇所

建築設備の構造体への取付き及び構造強度等の技術的基準は、令129条の２の３に適合すること。

25 40

LFc18

LFc (気乾単位容積質量 ※ 18.5

LFc21 LFc24 LFc27 LFc30 LFc

6-1 レディーミクストコンクリート(JIS A5308-2019)

1)セメント          高炉ｾﾒﾝﾄB種

低熱ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

2)粗骨材        砂利        高炉ｽﾗｸﾞ骨材   ※ 砕石        人工軽量骨材       再生骨材

※ 20最大径(mm)

普通コンクリート

Fc18 Fc27 Fc30 Fc Fc

軽量コンクリート( ※  1種 2種 気乾単位容積質量  ※ 18.5 )

(ただし柱,壁等と同時に打込む場合は躯体の強度とする)4)土間コンクリート

5)捨てコンクリート

6)防水押さえコンクリート

7)かさ上げコンクリート LFc (気乾単位容積質量 ※ 18.5

)

)

6-2 混和材 ※　AE減水剤 膨張材躯体防水材高性能AE減水剤

注1).混和剤は所定の品質を確保するためにプラントの特性に応じたもの使用する。

注2).スランプは特記なき限り施工者が決め監理者に報告する。

試験 (躯体コンクリートの28日圧縮試験は公的機関において行う)6-4

1)骨材  塩分含有量[ アルカリシリカ反応性 ] ※  行う 行わない

§7 鉄骨工事

材種及び使用箇所

規 格 名 称

一般構造用圧延鋼材

溶接構造用圧延鋼材

建築構造用圧延鋼材

一般構造用角形鋼管

冷間成形角形鋼管

熱間成形角形鋼管

鋼   材   名 柱
通 し
ダイア

内
ダイア

大梁 ﾌﾞﾚｰｽ
小梁
他

一般構造用軽量形鋼

建築構造用圧延棒鋼

7-2 高力ボルト

全般

トルシア形が使用できない部分

母材が亜鉛メッキされている部分

屋内環境

使 用 箇 所高 力 ボ ル ト の 種 類

トルシア形高力ボルト

JIS形高力ボルト

溶融亜鉛メッキ高力ボルト

超高力ボルト

F10T

S14T

 F8T

一般構造用炭素鋼管

SN400A

SSC400

SNR400

SHC490B SHC490C

SS400

SM400A SM490A

SN400B SN490B

SN490CSN400C

STKR400 STKR490

BCR295

BCP235 BCP325

SHC400CSHC400B

STK490STK400

STKN400 STKN490

7-3 普通ボルト,アンカーボルト

1)

  ABR400 ABR490 ABM400 ABM490(ABMはM24以上)

2)

7-4

使 用 箇 所長   さ(mm)径

100 120 150

80 100 120 150

80 100 120 15016 φ

19 φ

22 φ

フランジ

ウェブ

柱 梁

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

高力ボルト 現場溶接 現場溶接

行う

行う

　 行わない

　 行わない

適用

室内
塗       料 種  別 標準膜厚

鉛、クロムフリ-錆び止め JISK5674 30μm

1種 2種

屋外

※ 2種

水系さび止めペイント

変性エポキシ樹脂プライマー

JASS18　M-111

JASS18　M-109 40μm

15μmJISK5552有機ジンクリッチプライマー

建造物さび止めペイント JISK5551

2種

A種

30μm

30μm

1種※ ※

材質   SS400 SS490 (   以上)M

使用する 使用しない大臣認定柱脚(メーカー仕様による)

頭付きスタッド

溶接材料7-5

1)アーク溶接に使用する溶接棒,ワイヤ及びフラックスは母材の種類,寸法,及び溶接条件に相応

したものを選定する。

2)ガスシールドアーク溶接に使用するシールドガスは溶接に相応したものとする。

7-6 スカラップ工法スカラップ形状   ※ ノンスカラップ工法

7-7 継手

7-8 溶接手法及び管理

1) 使用する溶接ワイヤー、入熱量及びパス間温度等の仕様については鉄建協又は全構協の仕様で、専任の

溶接施工管理技術者により管理を行うこと。

2)

3)

完全溶け込み溶接はAW検定の有資格者が行うとする指定を

本工事で代替タブを使用する場合は、代替タブ溶接技術者技量検定付加試験を

但し、代替タブのAW検定有資格者は技量検定付加試験を免除する。

7-9 デッキプレート (単位 )mm

板厚高さ床用1)

高さ合成スラブ用2)

4) 防錆処理 Z27Z12亜鉛メッキプライマー

7-10 塗装(工場塗 ※ 2回   1回、現場タッチアップ程度とする)

1)

2)

素地調整

下塗り用塗料

※ ケレン ブラスト

3)外壁取り付け構法

2)厚さ mm 15075 (80) 100 120 175

§9 設備関係

種 類 径 継    手

SD295 以下 ※ 重ね継手   スパイラル 工場溶接

重ね継手以上SD345 ※ ガス圧接 　 溶接継手

SD390 D  以上 ※ ガス圧接   溶接継手　　　機械継手(　級)

SD490 D  以上 ガス圧接  ※ 溶接継手  　　　　機械継手(　級)

重ね継手溶接金網

高強度せん断

補強筋

1275級 P

 785級

 685級 U

K

フック加工 スパイラル 工場溶接

5-1 材種

単位セメント量 kg/m3

単位水量 kg/m3

水セメント比 %

スランプ cm

箇  所 備 考

270以上

6-3

終局kN杭径(拡底部)mm 管厚 mm 長期kN 短期kN 本数 備  考

(    )

(    )

(    )

(    )

(    )

2024年7月11日改訂

法第20 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類する

ソイルセメント杭

　D 16 

　D 19 

Fc 21

Fc 18

 60以下 60以下 60以下

185以下185以下185以下

 ※  S10T 

(下記のどちらか一方)

ルート3

ルート3ルート2

ルート2ルート1

ルート1

埋込み工法

回転貫入鋼管杭

油圧ハンマー ディーゼルハンマー

プレボーリングセメントミルク注入工法

プレボーリング拡大根固め工法(認定工法)

中掘拡大根固め工法(認定工法)

回転埋設根固め工法(認定工法)

杭周固定液 なし※ あり

アーステンダーパイル工法（礫質地盤TACP-0665)同等

図 示 に よ る

※  普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄJISR5210

Fc21 Fc24

3)設計基準強度　　　　　　(使用区分は設計図の軸組図に示す)

Fc18

Fc18

基礎, 基礎梁 一  般

15 18

S＝3～6(JASS5による)

Fc36を超える場合は高強度コンクリートとし、仕様は別記特記仕様書（JASS5等）による。

小梁

大梁・片持ち梁

※  高力ボルト

※  高力ボルト

※標準図による

高さ 板厚753) 型枠用 0.8～1.0 ※標準仕様書による

※設計者と協議の上決定する

縦 外壁スライド構法

構 造 特 記 仕 様 書

注)0.85Fcまたは12N/mm2

§8 コンクリートブロック・ALCパネル・押出成形セメント板・PCa板工事

(N/mm2)

令和８年３月
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NON SCALE

LC

d

余長
4d以上

余長
6d以上

D

D

D

d

d

d

余長
La,Lb

La,Lb採用時全長L2

余長
(6d以上) (4d以上)

(8d以上)

h /2+D'以上

L 

400以上

400以上

h /2+D'以上

DX

DX'

L かつ
1.5D以上 D

0

0

(L h)2

2

2

h 

2

0

0

0.5D以上

DX

150以上（水平長さ）

1

2

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

p

p

6d
以
上

6d
以
上

6d以
上

6d以
上

d

d

d

50d以上 50d以上

d

D=3d D=3d

4d以上4d以上

4d
以
上

  /4 LC
L 

  /4

DD'

D  /4
L 

  /4D

1

  /4

3/4D以上かつLa

L 

a 3/4D以上かつLa

全長L 

D

L 

L

a 

全長L 

a 

a 

1

1

2

2

3/4D以上かつLa

2

L 2

D

e/D ≦ 1/6D

p〃〃〃〃〃p

30
※

L 

D e/D ＞ 1/6

※
8
d以

上

6d以
上

※8d以上

※
8d

以
上6d

以
上

6d
以
上

6d
以
上 6d以

上

6d
以
上

余長

2

400以上
L 

L h

e

DY DY'

L 

h 

12d以上

15d以上

6d以
上

9d以
上

0 0

0

0

a /a ≦1/61 2

a /a ＞1/61 2

ee

b

※8d以上 b/3かつ170以上

※
8d
以

上

L h1
2d

2d

6d
以
上

6d以
上

6d以
上6d以

上 10d
溶接

6d
以
上

0

L 2

L 2 L h2 L h2 L h2

L 

2L 

2

2

1
1

2

1

  /40

余長
8d以上

(SD490は90°のみ)

※150以下

e

1d 1d1d

a DD※

間　隔：a≧400
a

e

1.1d以上
ガス圧接

d

0.2d以上 1.4d以上

a
間　隔：a≧400
　　　かつb+40

b

1.5L h以上

L h1

1 約 0.5L h

L h1 L h1

約0.5L h1
1

D

ａ≧400

0

0

h 0

0

0

h 0

h /4

h /4h /4

h /4

約0.5L h

L h1

D

1

500以上(※D) ※D

0

　以上

　以上

1

1

1

少ない

多い
バーサポートも可

二重帯筋

拘束帯筋

基礎梁

第一帯筋

直交梁

第一帯筋

1.5巻以上の
添巻き 　　

二段配筋
形成筋　

ａ ａ ｂ

二段筋

拘束筋

２巻き
(水平に定着してもよい)

設計ピッチ以下

第一あばら筋

腹筋

キャップタイ

キャップタイ

外柱の下端筋は上向きの方が望ましい。

２巻き

カップラー

交互配筋 交互配筋

２．設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。

　　また本標準図に明記なき場合は構造特記仕様書１－２－４に指定した共通

３．本標準図は異形鉄筋を対象とし、ｄは呼び名に用いた数値とする。

４．本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

１．使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

最外径Ｄ

記　　号

11

D13

14

D16

18

D19 D22 D25 D29

33

D32 D35

40

D41

43

鉄筋の表示記号及び最外径は下表による。

フックのある場合

本数に差がある場合

機械式継手表示

D10呼び径ｄ

1 - 2

1 - 1

そ の 他

　　仕口面から鉄筋の折曲げ起点までとし、末端のフックは定着長さに含まない。

２．軽量コンクリートを使用する場合は、２－３の数値に５ｄを加算する。

2

基 本 事 項

フックのない場合

D38

鉄筋の使
用箇所に
よる呼称

鉄筋の
径によ
る区分

鉄筋の折
曲げ内法
直径（D）

鉄筋の
種類

SD345

SD490

SD295 D16以下 3d以上

D19～
　　D41

4d以上

D41以下 5d以上

5d以上

6d以上
D29～

　　D41

D25以下

SD390
135°

90°

折曲げ
角度

コンクリー

トの設計基

準強度

（N/㎜ ）

定 着 の 長 さ

図

小梁・床スラブ
重ね継手の

長さ 一 般

下端筋

柱・梁・基礎の主筋、及び、その他の鉄筋の折曲げ形状・寸法

40d45d(50d)
18

35d 30d       ,20d 15d
(20d)

21
40d(45d) 35d

30d 25d   ,15(20)d

35d(40d) 30d(35d)
24～27

25d(30d) 20d(25d),15(20)d

35d 30d
30～36

25d
15d

30d(35d) 25d(30d)
39～45

20d(25d) 15d(20d),15d

30d 25d
48～60

20d 15d       ,15d

L =20d
L h=10d

床スラブ
の場合
L =10d
かつ

150 以上

50d( - ) 40d( - )
21

35d( - ) 30d( - ),20d( - ) 20d
( - )45d(55d) 40d(45d)

24～27
35d(45d) 30d(35d),20(25)d

40d(50d) 35d(40d)
30～36

30d(35d) 25d(30d),20(25)d

40d(45d) 35d(40d)
39～45

15d
( - )30d(35d) 25d(30d),15(20)d

30d(35d)35d(40d)

20d(25d),15(20)d25d(30d)

一般定着の直線L またはフック付きのL h，La，Lbの図2

SD490
は適用外

2

48～60

直線定着 90°フック付き定着 180°フック付き定着135°フック付き定着

鉄筋の定着

2 - 3

2 - 2

及び重ね継

手の長さ　

に準拠

鉄筋の

種類

表 示 記 号
鉄 筋 の

2 - 1

※　余長 D' は柱有効成（ DX' DY' の大きい方）とし、

柱頭に機械式定着を採用する場合

技術評価で認められた条件を満足

すること。

　　構造計算によって確認すれば、それによってもよい。

柱断面

鉄 筋 の

パネルゾーン部分は
割りフープでも可

135°フック

し、帯筋量（pw）は0.2％以上とする。
※１．設計ピッチの1.5倍以下とする。　　 形以上の場合は同径同材質で
　　　　　形@100以下とする。
※２．基礎梁部分は、同径で　　形@150以下とする。

１．末端は1.5巻以上の添巻きをし、図ａのフックをつける。

柱径が異なる場合

２．重ね継手は重ね長さ50d以上とし、図ａ又は図ｂのフックをつける。

図ａ ：片面溶接の場合

　10d以上

　両面溶接の場合

　5d以上

　ただしD16以下

溶接の場合

図ａ

図ｂ
図ａ
図ｂ

図ａ
図ｂ 図ｂ

スパイラル筋末端部（定着部）

副 帯 筋

補 助 筋

3 - 4

スパイラル筋中間部（重ね継手）

補助筋はD10をピッチ

600以内に割り付ける。

巾止筋を設ける場合は、

設計者の指示による。

3 - 2
主筋の定着

3 - 5
柱の　　　

コンファインド

　補強する柱は設計図による。（柱頭、柱脚柱成の範囲を補強する。）

　ｂ 溶接閉鎖型帯筋 @60～75（有効間隔50程度）

§４　梁

主筋の継手

4 - 1

柱頭の配筋

最　上　階

中　柱

梁成が異なる場合

4 - 2

主筋の定着
及び余長　

梁主筋は原則として通し筋とするが、拘束筋

　をあばら筋と同径同ピッチで落とし込む。

4 - 3

副あばら筋

あ ば ら 筋
あばら筋の加工は下図①又は⑧による。

ピッチ以下に割り付ける。

⑨⑩は梁成の大きい場合。

135°フックは180°フックでも可とする。

溶接継手は帯筋の項を参照のこと。

②③⑤⑥⑨は同時打込みのスラブ付の場

合に限る。

　　は定着長さL とする。 ①はピッチ2pで交互配置とする。

② ③ ④ ⑤

※　ねじれ応力を受ける腹筋

3 - 3
帯 　 筋

180°

１．重ね継手の長さは鉄筋の折曲げ起点間の距離、又、フック付きのL hは

使用基準参照）溶接継手の場合でも柱面より500以上はなすこと。

外　柱

①

第一あばら筋は柱面に入れその間を設計

折 り 曲 げ

§２　共通事項

§１　一般事項

　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。（告示平12第1463号

定着形状を下記以外とする場合は設計図書による。

柱・梁主筋

基礎主筋

帯　　筋

あばら筋

スパイラル筋

スラブ筋

壁　　筋

2

※1

※2

副帯筋（180°フックも可）

二段配筋の場合巾止筋

一　般　階

2

3
3

3

2
フック付Lb

上端筋上段 直線　 L　 
下段　　　　　　
フック付き  L　h

上段 直線　 L　 　　
下段　　　　　　　　
フック付き　L　h，La

1

1

2

2 L　,L h33

図ａ　135°フック 図ｂ　90°フック

※　柱面より梁成の範囲は、180°フック又は135°フックが望ましい。

⑩は、溶接継手または重ね継手のどちらかとする。

⑦⑥ ⑨ ⑩⑧

SD295

SD345

( )はSD345

　　を示す

SD390

(SD490)

(-)は適用外

22 26 29 37 47

補強　　　

帯筋の加工は下図による。

に入れ、その間を設計ピッチ以下に割り付ける。

第一帯筋（D13以上使用の事）は梁上端筋直上

　ａ スパイラル帯筋 @60～75（有効間隔50程度）

+

中子筋要領図

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

パネルゾーンの帯筋は設計図によるが、明記なき場合は下記による。ただ

ガス圧接、溶接継手表示

  (2022)」

継 手 一 般
2 - 4

３．構造特記仕様書２－２で政令第７３条とした場合、主筋又は耐力壁の鉄筋

　　の継手重ね長さは左下表L かつ４０ｄ（軽量コンクリートを使用する場合

　　は５０ｄ）とする。

1

1 2

　　た場合、主筋又は、耐力壁の鉄筋の継手重ね長さは設計図によるが、

　　参考値として左下表ＪＡＳＳ５（2022）にL  L  を示す

主筋の継手

3 - 1

§３　柱

重ね継手

梁

５．最上階及びこれに準ずる箇所の柱頭の四隅の鉄筋

６．杭基礎の基礎筋（偏芯基礎及び杭２本打以上の場合）

１．あばら筋及び帯筋　　　２．煙突の鉄筋

３．柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部分の鉄筋（下図参照）

　　　呼び名の数値ｄの 1.5 倍以上

　　　粗骨材の最大寸法の1.25倍以上

鉄筋のあきａは原則として下記による。

７．鉄骨柱の脚部の基礎柱、又は根巻コンクリートの四隅の鉄筋

鉄筋に対するコンクリートの設計かぶり厚さと最小かぶり厚さ

2 - 6

2 - 7

土に接す
る部分　

土に接し
ない部分 柱

梁
耐力壁

屋根スラブ
床スラブ
非耐力壁

屋　　内

屋　　内

屋　　外

部　　位
かぶり厚さ

仕上げあり 仕上げなし

30（20） 30（20）

30（20） 40（30）

40（30） 40（30）

50（40）屋　　外

柱・梁・床スラブ・壁
布基礎の立上り

基　礎　・　擁　壁

擁　　　　　　　壁

40（30）

50（40）50（40）

50（40）

70（60）

３．※１　品質・施工法に応じ、工事監理者の承認で１０減の値とすることが

４．※２　軽量コンクリートの場合は、これに１０加算する。

鉄筋径が異なる場合は大きい方による。

鉄筋のあき

かぶり厚さ

柱

かつ25以上

下記の１～７に示す鉄筋の末端部にはフックをつける。

４．片持ちスラブの上端筋の先端

2 - 5

１．（　）内の数値は最小かぶり厚さを示す。

鉄筋のフック

※Dは最外径を示す

２．仕上げあり　とは、鉄筋の耐久性上有効な仕上げのある場合とする。

※2

※2 ※2

※2

※1 ※1※1※1

５．柱・梁の主筋の最小かぶり厚さは、表の数値以上かつ主筋径の1.5倍以上

　　できる。

　　とする。

二段筋のあきは1.5d且つ粗骨材最大値の1.25倍以上とする。

上図の　印の鉄筋の重ね継手末端にはフックが必要。

２．機械式継手

３．重ね継手

４．D35以上の鉄筋は原則として重ね継手は用いない。

１．ガス圧接、溶接継手

（壁、スラブ筋を除く。）

ガス圧接継手・溶接継手・機械式継手に関する事項は、標準仕様書および

施工要領ならびに鉄筋継手工事特記仕様書(2019年版)共に

公益社団法人日本鉄筋継手協会編に準拠。

５．溶接継手及び機械式継手の場合はメーカー仕様による。

ガス圧接、溶接、機械式継手

※最下階柱脚は柱性Ｄ以上。

　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。

設計者判断により、認定を取得した工法ではa=0とできる。

スパイラル筋の末端処理及び継手は下記の通りとする。

つり筋2-D13（束ね筋）以上とする。

上端筋は
上階柱面から

　　設計図を優先する。

※　余長　は構造特記仕様書5-5項によるが、設計図に記載があれば、

20d　 　　,15d

　　（ガス圧接、溶接、機械式継手等による）

　　仕様書及び日本建築学会「ＪＡＳＳ５(2022)」及び「鉄筋コンクリ

　　－ト造配筋指針・同解説(2021)」による。

４．構造特記仕様書２－２でＪＡＳＳ５（2022）、ＲＣ規準2018とし

(L h)はＲＣ規準(2018)17条によってもよい。又は右図による。

「ＪＡＳＳ５

D' D'

　以上1

　以上1

※150を超える場合は設計図による

2024年7月11日改訂
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

e/D'＞1/6 e/D'≦1/6
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6-D13

つり筋

受筋

腹筋

巾止筋

斜め可

斜め可
下向き可

水平定着でもよい。

通し筋としてもよい。

あばら筋と同径、同数で@100以下とする。

縦筋※
横筋

斜筋

A

肩筋D13以上

L

肩筋D13以上

4-D13

4-D13

6-D13

大梁 小梁

各D13

D13

D13

D10@200
(ダブル)

縦横共
6φ@100

庇

梁の上面　
までのばす

土圧を
受ける壁

柱梁

横筋

柱梁

さし筋は、縦筋と同径
同ピッチとする。

梁

※

D13 2-D13 2-D13 4-D13

4-D132-D13D13

斜筋の代わりに溶接金網6φ@100とする。

耐震壁の場合は
フックを付ける (耐震壁の場合)

　 -D10同ピッチ

D10@400程度

スリット

D10@400程度

スリット材

ス
リ
ッ
ト
材

90°フックも可

スタッド溶接

補強筋

10以上打増し

ハカマ筋

4d以上

既製コンクリート杭

a

D16@200以上

D13@300ダブル

D13@300ダブル

補強筋D13以上(ダブル)

主筋D13

受筋D13

下端筋定着 
20d以上 

イナズマ筋 
D10@200 

D10

D13

イナズマ筋D10@200 

D10

D13

D10@200

D10@200

D13@300

D13

D10

D10@200　=400

腹筋に準ずる
　 -D10@200(共通)

補強筋 補強筋

補強筋

通し配筋可

梁主筋は原則として
すべて定着する　　

受筋D13

水平定着とする場合は設計図による。

縦筋

上端まで伸ばす
半数以上は耐圧版

スラブ筋と同径で1/2ピッチ以下（≒@100）　 　　
程度となる様に上端にひび割れ防止補強筋をいれる

(設計者指示にて省略可)

巾止筋

受　筋
つり筋

 900≦D＜1200　4-D10（2段）

 600≦D＜ 900　2-D10（1段）

D＜ 600　不要　

1200≦D　　　　D10 @300以内

D10 @1000以内で割り付ける。

D10 @1000以内で割り付ける。

b)片持梁

　 定　着
　 継　手

片 持 梁

4 - 6

基礎梁及び

基 礎 小 梁

ａ)小　梁
　 継　手

ａ)基礎梁の

定着　　

継手及び

①　一般（独立基礎、杭打独立基礎）

500以上はなすこと。

　　　印内に継手中心部を設けること。ただし溶接継手の場合は梁面より

　　　印内に継手中心部を設けることを原則とする。ただし溶接継手の場合

は柱面（基礎小梁の場合は梁面）より500以上はなすこと。Ｌbとれない場合

４－５ａ定着によってよい。

　地反力を受けない場合は（4-5）による。

②　地反力を受ける場合

③　上載荷重が大きい場合は②の主筋継手位置を上下逆にする。

※　設計者の判断による

②　地反力（又は杭反力）を受ける場合

4 - 7

b)基礎小梁

の継手及

び定着　

梁貫通孔は梁成の1/3以下とする。

孔が複数の場合は中心間隔を径（φ）の３倍

以上とする。

また位置は原則として柱面から梁成D以上

定 　 着

※縦筋はあばら筋加工とする。

腹　筋

短 辺 方 向
上 端 筋

短辺・長辺方向

標準継手位置

A 　 B 　  

B 　 D 　  

5 - 2
継 　 手

片 持 ち
ス ラ ブ

5 - 3

下 端 筋

片持ちスラブ隅角部補強は設計図による。

5 - 4

補 強 筋

ＲＣ壁・ＣＢ壁が床にのる場合

セットバックを含む　　
屋根屋上スラブ隅角補強

補強範囲

§６　壁

4 - 5

小 梁 及 び

6 - 1
定 着 及 び

継 手 　 　

①

① ②

下端筋は水平定着でも可。上端筋には継手を設けてはならない。

定着長さはL 、及び継手長さはL とする。1

※ただし耐震壁で帯筋、あばら筋の内側に定着できない場合は、 =8dかつ

2

2　150以上45°～90°折り曲げ、定着長さはL かつD/2以上とする。

　（通し配筋の場合は不要）

土圧を受ける壁の外側鉄筋の定着は③図による。

筋側に読み替える。

継手位置はどの部分でもよいが、土圧を受ける壁は5-2項の土圧面側を上端

6 - 2

壁 配 筋

6 - 3

補 強 筋

壁の配筋は設計図書による。

ダブル配筋では巾止筋を縦横共D10@1000以内を標準とする。

鉄筋による方法
溶接金網に
よる方法

開口部

端部

交差部

スリット

斜筋は内側に配置する。壁筋を切断しない場合は補強を要しない。

（梁）
（柱）

完全スリットの場合

§７　基　礎

7 - 1
独 立 基 礎

開口補強

7 - 3

7 - 4

§５　スラブ

5 - 1

杭頭補強筋は設計図による。

１本杭で偏心していない場合は、立上り筋不要

a 隅角部

7 - 2

杭  基  礎

片持階段
8 - 1

階　　　 段

8 - 2

8 - 3

打増し補強

8 - 4

増築予定

§８　その他

補強部　　　の厚さは梁巾とする。

※壁配筋が片持荷重を受ける配筋と

　されている場合は不要。

スラブ階段

ＲＣ壁・ＣＢ壁の補強

柱 梁

補 助 筋
4 - 4

柱 梁

スラブ 壁

鉄筋の折り曲
げ及び定着　

梁の貫通補強

べた基礎継手

及び定着　　

土間コンクリ

ート　　　　

基礎と基礎梁

連続端(内端)不連続端(外端)

不連続端(外端)

連続端(内端)不連続端(外端)

※4-5a）定着に同じ

長 辺 方 向

先端に荷重がある場合

A：開口面積

　　A ≦ 0.3㎡
かつ  ≦ 0.6ｍ 　　 かつ  ≦ 1.0ｍ

0.3㎡ ＜ A ≦ 1.0㎡ 大梁又は小梁に
L 定着2

S＞tの場合は
設計図による。

溶接金網による方法

鉄筋による方法

スリット幅　W ≧25かつスリット長さの1/100

　　　　　　W ≧152

1

▽G.L
10以上打増し ただしかぶり厚さ 50 (軽量

コンクリートの場合 60 )の

場合は不要

▽G.L

※4-5a)上端筋定着に同じ

(   形でも可)

又は、帯筋
あばら筋相当

増築時の継手は、原則として柱・梁の主筋は溶接継手する。

(増築側の鉄筋は水平定着でもよい。)

　　 　は、はつり部分を示す。

１．補強筋は原則として工場製品（認定品）を使用する。

はなし、梁成の中央D/2の範囲内とする。

段違床

開口補強筋はリストによる

　　　は打増し部分を示す。　　　　と配筋してもよい。

継手位置は5-2項の上端筋，下端筋を逆に読み替える。

≦

継手位置は原則として下表によるが、右図でもよい。(　)は　/　≧4の長辺方向

A  (B)C 　　D

連続端(内端)

先端小梁のない場合の上端筋

③

※　地反力を受ける梁は構造特記仕様書５－５項および設計図に示す。

　　余長　 は設計図に記載があれば、設計図に優先する。

φが100mm未満、かつD/10以下の場合は

補強を省略することができるが、孔際の両側に

注）スラブ筋を切断しない場合は補強を要しない。

※斜筋を縦・横補強筋でおきかえる場合は設計図による。

杭頭を切断した場合の補強は、設計図による。

補強筋　定着は20d(L )(　)は、主要な耐力壁等が取付く場合で設計図による。

100＜t≦200 D16@300 200＜ t ≦300 D16@200

t＞300 設計図による

原則として、構造図に記載された個所以外に打増ししてはならない。

　　 t＜ 70 補強無し  70≦ t ≦100 D13@300

※水平投影長さ(RC基準による)確保できない場合

余長部でL ，L とする。

：構造特記仕様書　5-5項　余長参照

２．認定品を使用しない場合は下図によるが、補強筋は設計図による。

かぶり厚さを確保してあばら筋を追加する。

2024年7月11日改訂
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2）設計図書に記載なき場合は本標準図に従うものとする。また本標準図に明記なき場合は、

 　構造特記仕様書１-２-４,５に指定した共通仕様書および標準仕様書による。

4）本標準図に示す単位は特記なき限りすべてｍｍとする。

1）使用材料、工法等は構造特記仕様書による。

アンカーボルト

ベースプレート

ダイアフラム

フランジプレート

高力ボルト
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2．本締めに使用するボルトと、仮締めボルトの兼用はしてはならない。

 　に赤さびを自然発生させる。ただし、ショットブラスト等を行った場合はこの限りでない。締付

 　けは１次締付け後、マーキングを入れてから本締めをする。

4．亜鉛メッキボルトの場合は、すべてF8Tとする。

1．特記以外はすべてS10T（トルシア形高力ボルト_上図）又はF10Tとする。
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25 45

g

35

40

55

ゲージ

A or B

50 30

1660 35

2065 35

204070

224075

224580

245090

55100 24

50 35125 24

130 50 40 24

150 55 55 24

175 60 70 24

200 60 90 24

最大軸径g g

16 60 16 1650 30

125 75 16 203565

150 90 22 204070

175 105 22 224075

200 120 24 224580

250 150 24 245090

300 150 40 24 2455100

350 140 70 24

400 140 90 24

100** **

*

**

B 最大軸径 Bg g g 最大軸径

 *B＝300は千鳥打ちとする。

　最小縁端距離の規定にかかわらず用いることができる。

1 2 1 2 3

2

ｔ ≦ 16

403632282522

11

19

13 15 17 19 21 24

ｔ

ｔ

9 12 14 16

7 9 10 12

6 以下

s

余盛：Δα

脚長（s)0 ≦Δs≦0.5s

16 ＜ ｔ ≦ 40

断続隅肉溶接の長さL

L≧10sかつ40以上

　　　　かつΔs≦5

　　　　　　Δs＝s'-s

s = 設計サイズ

s'= 実際サイズ

余盛 0≦Δα≦0.4SかつΔα≦4

記号 W1 記号 W1

2）エンドタブ

1）板厚の異なる場合（通しダイアフラムは除く）

両端に継手と同じ形状のエンドタブを取り付ける。

エンドタブを切断する場合溶接終了後母材より5～10㎜

はなして切断する。代替タブを採用する場合は溶接技量

通し形裏当て金 分割形裏当て金

ように加工する。γ は 35 程度、γ は 10 以上とする。

なお複合円は滑らかに仕上げること。

スカラップの円弧の曲線は、フランジに滑らかに接する

完全溶込み溶接部以外のスカラップはγ＝25程度とする。

1 2

ａ）スカラップ工法

3）開先加工　（下図は参考とする。）

b）ノンスカラップ工法

4）開先形状

記　号 形 　 　 状 適 用 板 厚
アーク手溶接

寸 　 　 法
ガスシールド及びセルフ
シールドアーク溶接　　

MC-BL-2
GC-BL-2

MC-BK-2
GC-BK-2

W

W

W

W

2

5

4

3

3～6

G

R

α 

G

R

G

α 

G

G

α 

R

R

α 

α 

d 

d 2

2

1

1

1

1

1

MC…　はアーク手溶接　　GC…　はガスシールドアーク溶接・セルフシールドアーク溶接の記号を示す。

t

D

12

10

16 19

11 12

22

13 13

25 28 32

14 15

36

15 16

40
D＝(t-2)/2

12 ≦ t ≦ 40

両 面 溶 接 W片 面 溶 接 W6

丸鋼等溶接　W 軽量形鋼等溶接　W

7

98

t≧3 のとき s＝t
t＜3 のとき s＝3

フランジ巾 250 以下 フランジ巾 300 フランジ巾 350,400

材 種 主 　 　 材
高
力
ボ
ル
ト
径

フ ラ ン ジ ウ ェ ブ

外 側 添 板 内 側 添 板 添 板ボルト ボルト

総

本数 本数

総

ピ

ッ

チBH- A × B × t × t

 H- A × B × t × t2

2

1

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 H-   ×   ×   ×  

 t × a ×   21 1 1  t × a ×   122 2  t × a ×   

2PL-  4PL-  2PL-  

11 3 2

   ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×      ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

   ×   ×   

1，フランジPL面もしくはウェブPL面で、段差1㎜を超える場合は、フィラーPLを入れて調整すること。

2，a　は原則として梁成の2/3以上確保すること。3

2，継手プレート及び高力ボルトはリストによる。

Ｂ タ イ プ
剛 接 合

1

WPL

（　）内はボルトが応力方向に3本以上並ばない場合を示す。

**印の欄のg及び最大軸径の値は強度上支障がないとき

付加試験に合格した溶接工によること。

エンドタブ、裏当て金の組立て溶接は右図による。

16 ≦ t ≦ 40

5 - 2

鉄 骨 工 作 標 準 図（１）

エンドタブの長さ　　は25mm以上とする。

加工工程中及び現場建方後においてもアークストライク、ショートビードをしてはならない。

ねじの呼び

3．ボルトの接合面の処理は、締付け摩擦面を平グラインダ掛け等を行い、黒皮を除去して一様

クレーンガーダの場合は、全て2.5倍以上の勾配をとる。

機械加工＋ガス切りタイプ

小文字は管理許容差（）は限界許容差を示す ※十分な品質管理を行う

t/4 ≦ S ≦ 10

6～

6～

16～

1，GPL，RPLは材種、版厚とも小梁のWPLと同等以上とする。

0

  35° +  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

°°

  35°°°

  45°   45°+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

  45°

  60°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

  45°

  60°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )°°

+  ∞(+ ∞)
-2.5 (- 5 )

9 7

2

2

7

+  ∞(+ ∞)
-　2 (- 3 )

+  ∞(+ ∞)
-　1 (- 2 )
+  2 
-　2 

  30°
+  ∞(+ ∞)
-　1 (- 2 )

※

+  1 (+ 2 )
-　2 (- 2 )

0

2 +  2 (+ 3 )
-　2 (- 2 ) 2 +  2 (+ 3 )

-　2 (- 2 )

+2.5 (+ 4 )
-　2 (- 0 )

+2.5 (+ 4 )
-　2 (- 0 )

+  2 (+ 3 )
-　0 (- 0 )

+  2 (+ 3 )
-　0 (- 0 )

0

0
2
3 (T-R)

2 +  1 (+ 2 )
-　2 (- 2 )

2 +  2 (+ 3 )
-　2 (- 2 ) 2 +  2 (+ 3 )

-　2 (- 2 )

2
3 (T-R)

(T-R)1
3 (T-R)1

3

+  ∞(+ ∞)
-　2 (- 3 )

T +  ∞(+ ∞)
-　2 (- 3 ) T +  ∞(+ ∞)

-　2 (- 3 )

MC-BI-1B
GC-BI-1B

MC-BL-1B
GC-BL-1B

3）製作精度等に関しては、ＪＡＳＳ６(2018)の付則６「鉄骨精度検査基準」による。

2024年7月11日改訂
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NON SCALE

1,000 前後

10

Ｒ（曲率半径）以上

柱溶接後切断

30以上

30以上

10

cTf

cTf

Tf

直交梁

直交梁

cTf

梁FPL

cTf

ガス抜穴20φ

G

ウェブは継手リストによる

柱現場継手位置

H T B 継手

継手リストによる

2,400以下を原則とする。

梁現場継手位置

継手リストによる

建方用ボルト

(PL-　　　 )

(　　-M　　)

2PL-

通しダイアフラム

35

　-　　断面

ウェブの継手は設計図書による

下向き溶接とする

通しダイアフラム

　-　　断面

柱FPL現場溶接継手

梁FPL現場溶接継手G

柱径が異なる場合d

　-　　断面

b b

a a

c c

cc

aa

b b

イ

イ

イ

イ

ロ

ロ

直交梁
PL-6かつt/2以上

ロ

ロ

イ

ロ

d

BPL

AB

30
～

50

（Aタイプも同じ）

中心塗りモルタル200角
又は200φ以上とする

無収縮モルタル流し込み

無収縮モルタル流し込み

すべて座金付き二重ナットとする

30
～

50

BPL

余長はネジ山3以上 25

アンカーフレームを使用す
る場合は設計図書による

（Aタイプも同じ）

D16を切断し天端をそろえる設
計

図
に
よ

る

設
計

図
に

よ
る

e
p
p

e

e

e

30°

Tf

φ3φ
to

H
φ

φ

H

50以上

50以上

H/4

H/4

H

φ

45°以上

1.5to
2φかつ100+φ

3φ以上

2φかつ100+φ

3φ

φ

2φかつ100+φ

H

H

H

H

≒30

φ

p p 

d h

a 

t

e p e

d

2

a 

a 2

1a 1

2

1 1

2

2

1

1

50

p

15

50 65

d

5d

5d5d

通しダイアフラム

補強プレート

10
0以

上
が
望

ま
し

い

Td

15
0
以
上

が
望
ま

し
い

15
0
以
上

が
望
ま

し
い

G

1
50
以

上
が

望
ま

し
い

補強PL材質強度はAB.BPL以上

座金

t
432 W ,W orW

432

W  W ,W orW

432

432

432

432

432

432

PL-a

W

W 1

1

2

1

1

1

1

1

1

W  W ,W orW

W

W
 W ,W orW

柱FPL

PL-a

PL-b

PL-b

PL-e

W

 W ,W orW

PL-c

PL-d

 W ,W orW

 W ,W orW

PL-c

PL-c

W

W

 W ,W orW

梁FPL

PL-c

2

PL-d

W

PL-d

 W ,W orW432

PL-d

1

W

432

432

直交梁用PL-b

W

 W ,W orW

PL-b
 W ,W orW

PL-b

 W ,W orW432 2W

板曲げ加工半径ｒは、
フランジ板厚の10倍以上とする。

2W

PL-b

PL-b

2W

2W

W 1

W 1

2W

開先形状は
設計図書による

GPL-ｔ

PL-d

PL-e

2W

2W

W 1

 W ,W orW

1

W1

W 1W

432

 W or
 W ,W  ,W43

又は同厚さ以上（片面）

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（両面）

PL厚さはWPL厚さの0.5以上（片面）

1

W 1

W 1

W

W 1

1

1

1

1

焼抜きせん溶接　@≒300
デッキプレート受け　FB-65×9

部分溶込み溶接

W orW3 4

W orW3 4

W

W

W

W

2PL（設計図による）

1

W

アークスタッド溶接

アークスタッド溶接

1

W 1

D13以下 FB-65×6

p＝鉄筋間隔
 ＝50

WPL

2

1

PL厚さはWPL厚さと同厚さ以上（両面）

W 2

通しダイアフラム
PL-c

6 - 2

柱 通 し

6 - 4

6 - 6

梁 通 し

そ の 他

§６　柱梁接合部及び継手

勾 配 屋 根

6 - 1

Ｂタイプ　（間柱等二次部材）

§７　柱　脚

7 - 1
一 般 柱 脚

§９　その他

貫 通 補 強
9 - 1

現場溶接継手

6 - 3

仕口と継手

Gは§4-2による

柱がＨ形鋼の場合 柱が角形鋼管の場合

6 - 5

柱が角形鋼管の場合柱がＨ形鋼の場合

H形鋼の弱軸にブレースが取り付く場合

腰折れ柱

梁（柱）のFPLより1サイズUP以上

上下柱のFPLの厚い方より1サイズUP以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより2サイズUP以上かつ柱のFPL以上

仕口部に集結する梁の最大FPLより1サイズUP以上2，PL - b（水平スチフナ）

3，PL - c（通しダイアフラム）

4，PL - d（内ダイアフラム）

1）パネルゾーンのPLの厚さ

5，PL - e（折れ曲がり部）

1，PL - a（鉛直スチフナ）

 　cTf≧28の場合　30

 　25㎜かつcTf以上

2）出寸法

3）注記

4，ダイアフラムと梁フランジの溶接部は、梁フランジはダイアフラムの厚みの内部で溶接す

 　ること。（告示1464）

5，現場溶接を行なう場合は工事監理者の承諾を得、養生に十分配慮して行うこと。

 　cTf≦25の場合　25

1，ダイアフラムの材質は特記仕様書による。特記なき場合は、接続する柱及び梁の１ランク

3，ハンチ部でFPLを折曲げる場合は R≧10Tf とし補強プレートを入れる。ただし、勾配のゆ

 　るい場合（1/6程度）は不要。

2，　 （6-2項）上下階で柱径が異なる場合の板厚は上下階柱の厚い方、材質は上下階柱と同

 　質以上とし、折り曲げ加工又は溶接加工とする。

Ａタイプ　（主柱）

§８　壁面ブレース

8 - 1

ブレースリスト

のコンクリート強度以上とする。

無収縮モルタルの強度はＲＣ柱型

GPL 溶　接

径 本数 t 脚長 Σ　
部　材符号

3，床面ブレースは設計図書に明記なき場合は壁面に準ずる。

1，GPLの最小幅 　e が確保できない場合は、設計者の指示により板厚を変更する。

Ａタイプ　（φ≦0.1H） Ｂタイプ　（0.1H＜φ≦0.2H）

Ｃタイプ　（0.2H＜φ≦0.28H） Ｄタイプ　（0.28H＜φ≦0.4H）

9 - 2
デッキプレート

スタッドジベル

9 - 3

9 - 4

壁筋の溶接

合成スラブの場合はメーカー仕様による。

Ｆタイプ

既製品（評定品）を用いた場合

Ｅタイプ　（0.4H＜φ≦0.5H）

継手
▽

ハイリング，フリードーナツ

ＯＳリング等　使用可

h，p ，p  設計図書による。1 2

h ≧ 4.0d

p  ≧ 5.0d 

a  ≧ 40   

a  ≧ 100  

 e ≧ 40   

7.5d ≦ p ≦300

サイズ0.5d

Ａタイプ（標準） Ｂタイプ（軽微なＲＣ壁の場合） Ｃタイプ（ブロック壁の場合）

 　上質とする。また接続する柱及び梁の強度及び材質の異なる場合は、強度は大きい方に同

 　じとし、材質は上の方の１ランク上質とする。

高力ボルト

 d ≦ 2.5t 

2，貫通孔を設ける範囲は右図の　　　部分を原則とする。

 （これを満足できない場合は設計者の指示による。）

1，既製品を用いた場合は評定内容による。

　 在来補強の場合、特記なき限り補強方法は上図によるが、

 　孔径(φ)は0.5H以下とし、そのピッチは3.0φ以上とする。

2，丸鋼を使用する場合は、丸鋼、ターンバックル共ＪＩＳ規格適合品を使用する。

仕口部に集結する梁の最大FPLより1～2サイズUP以上

アンカーボルトの施工に誤差が

ある場合は台直しはせず右図の

様に補強する。

(せん断力を負担させる場合も同様) 補強PL厚さtはBPL厚さの1/2程度かつ9以上

2024年7月11日改訂
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NON SCALE

ベースプレート

裏当金

裏当金

※開先形状は参考

（柱端部に開先を設ける）

Ｂ

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書 ＪＡＳＳ ６ 鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

注意

JIS Z 3312 又は JIS Z 3313に従い選定する

JIS Z 3211（旧JIS Z 3212）に従い選定する（低水素系）

３０≦ｔｍ≦７０ｍｍ

寸　法

ベースプレート

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬ

開先はＭＣ-ＴＬ-１Ｂ、ＧＣ-ＴＬ-１Ｂによる

札幌 　ＴＥＬ　０１１-７０８－１１７７

東北 　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

本社 　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２ 関西 　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３

中部　 ＴＥＬ　０５２－５８２－３３５６

関東 　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

北陸　 ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０ 九州　 ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

中四国 ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０ ！

イ
プ

タ
G

センクシア株式会社

柱下端

t

7

柱

3
5

。

柱下端

ベースプレート

柱

Ｈ

3
5

7

2

。

ハイベースNEO工法設計施工標準

（１） ベースプレート・アンカーボルト・ナット・座金・定着板

（大臣認定取得材）

エコタイプ、高強度柱適用タイプのベースプレート上ナットはエコナットを使用する。

降伏比 ７０％以下

メートル並目

アンカーボルト

設　　　　計

MSTL-0566,0404,0180 (Gタイプ用ベースプレート)

MBLT-0042～0046 (アンカー用ボルトセット)

BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

ねじの種類

規　格

SN490B
備　考

ベースプレート
エコタイプ

１． 材質

-

BCJ評定

大臣認定 １． 溶　接　材　料

※　柱とベースプレートの溶接は完全溶込み溶接

２．ベースプレートの鉄骨柱への取付け

ベースプレート周辺のモルタル幅（ｅｍ）

中心塗り部分モルタルの厚さ（ｔｍ）

被覆アーク溶接

ガスシールドアーク溶接

基礎柱形

ＳＭ４９０Ａ

-

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

座　金

メートル並目

強度区分5

（六角ナット）

ナット

ＪＩＳ　Ｂ１１８１ＨＡＢ

ＳＳ４００

圧延鋼材）

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

定着板

（一般構造用

-

工場加工

各　部　名　称

ｅｍ≧３０ｍｍ

柱モルタル

Ａ

ｅｍ

ｔｍ

同解説 ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

３．ベースプレート下面モルタルの標準寸法

８．鉄骨建方

（ロ） □ ３００以上□７００以下、φ３００以上φ７１１．２以下、

（ハ） □ ７５０～□１２００、φ７５０～φ１０１６の場合

７．中心塗り部分モルタル施工

ベースプレート

１．アンカーボルトの設置、無収縮モルタルの充填、これらの施工は、センクシアが定めた認定業者が行うこと。（日本建築センターの評定で義務付けられています。）
２．アンカーボルト及びナットは加熱、溶接、加工は絶対に行わないでください。

溶接部の検査を行う場合は、超音波探傷検査による。

（２） 溶接部に割れの入った場合には、割れの入った両端から
（１） 有害な欠陥のある溶接部は削除して再溶接する。

探傷は柱フランジ側から行う。

５０ｍｍ以上、はつり取り再溶接する。下部定着長さLt

上
部
定
着
長
さ
L
t

アンカ－ボルト

基礎柱形主筋

定着板

４．基礎柱形主筋の定着長さ（最小値）

６． 検　　　　査

方　法

中心塗部分モルタル及び後詰めモルタルの養生

a

a

Ｄ

基礎、基礎ばりコンクリ－トの強度以上となるよう養生期間を確保すること。

１５０ｍｍ ≦ ａ ≦３００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

注入方法はヘッド圧工法による。

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３

３００ｍｍ ≦ ａ ≦５００ｍｍ　

中心塗部分モルタル

後詰めモルタル

６．基礎コンクリート打設

５．鉄筋配筋・型枠の立込み

自立できる形式とし、

捨てコンクリートに固定する。

アンカーボルトの設置は

４．アンカーボルト据付（#）

鋼材の種類、板厚により必要に応じて適切な予熱を行う。

５．溶 接 施 工 一 般

対辺ごとに溶接

予　熱

１

柱フランジ

ｅｍ

４

２

ｅｍ

３

設置精度の

アンカーボルト

アンカーボルト

角形鋼管

4
0
m
m

３．組 立 溶 接

40mm

基準高さよりの誤差eh

－３ｍｍ≦eh≦10mm

Ａ
±

ｅ

ｅ≦３ｍｍ

Ａ±e

アンカーボルト

平　面 レ ベ ル

定着板

アンカーボルト

たてアングル

ピンアンカー

アンボンドスリーブ

上部形板

現 場 施 工

備　考

（自動ロボット溶

不良溶接部の

　　 　補正

余　盛
裏当金

ベースプレート

柱

A

B

溶接余盛はベースプレート側A点から

うに施工する。

2

イ
プ

タ
コ

BCJ評定-ST0059（エコタイプ、高強度柱適用タイプ）

-

（一般構造用

定着板

ＪＩＳ　Ｇ３１０１

圧延鋼材）

ＳＳ４００

※３

※２

ＨＡＢ

※３

ＪＩＳ　Ｂ１１８１

ナット

（六角ナット）

強度区分8 (一重ナット時）

強度区分5 (二重ナット時）

メートル並目

座　金

ＪＩＳ　Ｇ３１０６

-

ＳＭ４９０Ａ

※１

-

ベースプレート

備　考 ＳＮ４９０Ｂ同等

規　格

ねじの種類

アンカーボルト

メートル並目

降伏比 ７０％以下

※１　国土交通大臣認定（ＭＳＴＬ-0566、０４０４、０１８０）　※２　国土交通大臣認定（ＭＢＬＴ-００４２～００４６）

（大臣認定取得材）

エコタイプ（ＥＢ型式、ＥＭ型式、ＥＨ型式）,高強度柱適用タイプ（KB型式）

Ｇタイプ（ＧＢ型式、ＧＭ型式、ＧＨ型式）
※２ ※２

TMCP鋼

-

TMCP325B,C

※２ ※２ ※２

メートル並目

エコナット
※２

大臣認定取得材

-

※４

○日本建築学会「ＪＡＳＳ ５ 鉄筋コンクリート工事」に適合する普通コンクリート

（２）ベースプレート下面のモルタル

○設計基準強度は、Ｆｃ＝１８～３６Ｎ／ ｍｍ

ＪＩＳ　Ｇ ３１１２「鉄筋コンクリート用棒鋼」に定められる、熱間圧延異形棒鋼

ハイベース工法無収縮モルタルＮＸ-２０００、又はクイック３およびこれと

○無収縮モルタルパッド用又は普通モルタル

　（NX-２０００及びクイック３は使用不可。）

鉄　　　　筋

コンクリート

部分モルタル

中 心 塗

（３）基礎・基礎ばり

後　詰　め

モ ル タ ル

２

２． アンカーボルトのセット寸法

アンカーボルト

４本タイプ ８本タイプ

アンカーボルト

アンカーボルト

１２本タイプ

ベースプレート

上端

アンカーボルト
８本タイプ４本タイプ

アンカーボルト
１２本タイプ
アンカーボルト

標準寸法 ｔｍ=50ｍｍ 許容範囲

許容範囲 eｍ≧２５ｍｍ

４．本 溶 接 の 手 順

高さに準拠する（Ｇタイプ）。

余盛高さは、柱接合突出部形状に対応

４．建て入れ直し用のワイヤをアンカーボルトにとらないでください。

施工完了後、ハイベースＮＥＯ工法のチェックシートに工事記録を記載する。

１．捨てコンクリート打設

柱脚部の捨てコンクリートの厚さは９０ｍｍ以上とし、表面は平滑に仕上げる。

２．墨出し

３．アンカーボルト搬入（#）

（架台の形状は異なる場合あり）

アンカーボルトは隙間がないよう確実に

９～１０．モルタル注入枠設置（#）

アンカーボルト締付確認（#）

していることを確認。

１１．モルタル注入枠取り外し

エ

アンカーボルト設置例

施工時は、ねじ山が最低３山

・Gタイプのアンカ－ボルトは二重ナットを標準としていますが、一重ナットでも適用可能です。
・一重ナットとする場合は、コンクリ－トに埋め込む等のゆるみ止め処置が必要です。
　（一重ナットとする場合は、センクシアにご相談ください。）

M64

M72

M56 5.5

72 6

64

56

6

250 30

28

24

び
呼

じ
の

ね

M36

M48

M42

M30

ピ 長長

4.5

3.5

42

48 5

30

36 4

130

P

チ

φｄ

径 ッ

S

さ

22

18

16

13

a

※２

アンカーボルト

ナット

ねじ軸

定着板

余

アンボンド

ボルト

モルタル上端

E

φｄ

ベースプレート

座金

ナット

70

79

62

1850

95

105

85

58

51

45

121

110

98

7412

66

58

12

9

125

115

105

tw

面
長 距

E

径

41

54

48

35800

L0

55

75

65

46

38

34

29

24

87

75

64

53

B

幅

H

さ

C

離

外

アンボンド

スリーブ

全

※2
a

S

二

ナット

高 対
角

50

43

9

9

37

31

6

6

92

78

66

56

φD1φd1

さ 径 径

座　金

厚 内 外

( mm )

φｄ1

t2

L

B 下端LP

L ０

ボルト上端

S

※1

a
※2

Ｈ

座金の形状

tw

φＤ1

ナットの形状

Ｂ

Ｃ

角形鋼管

長
着
定

L

600

720

840

960

さ

1120

1280

1440

Ｇタイプ用アンカーボルト部品

！ 注意

注意！

エコタイプ、高強度柱適用タイプ用アンカーボルト部品

1080

さ

840

L

定
着
長

155

130

※2a

※1

S

ボルト上端

０L

PL下端B

L

2t

)mm(

外内厚

座　金

径径さ

φd1 φD1

60

66

78

6

6

31

37

9 43

角
対高

ナット

二

S

a ※2

全

スリーブ
アンボンド

外

離

C

さ

H

幅

B

53

64

75

24

29

34

46

65

55

L0

35

48

41

径

E

距長
面

tw

エコナット

座金

ベースプレート

φｄ

E

モルタル上端

アンカーボルト

アンボンドスリーブ

余

定着板

軸 ねじ

ナット

アンカーボルト

※２

a

13

16

18

さ

S

ッ径

φｄ

チ

P

130

436

30

42

3.5

4.5

長 長ピ

M30

M36

ね

の
じ

呼
び

ｔ２１

２※
※※

・コンクリートによる被覆を行わない場合は、二重ナット等のゆるみ止め処置が必要です。

・エコタイプ、高強度柱適用タイプのアンカ－ボルトはシングルナットとしておりますので、

はベースプレート台座厚さを示し、ハイベースＮＥＯ型式によって変わります。
ａ寸法は設置誤差を考慮した設計時の最小寸法です。

M24 324 10 29 3619 42 256 565322 46

面
距

55

65

50

38

33

27

75

64

58

B0

幅

H0

さ

C0

離

二

エコナット

高 対
角

３ 表中のエコタイプ上段はEB、EM型式のアンカーボルト4本タイプ、※

　ゆるみ止め処置としてコンクリートスラブで被覆してください。

110 400
600 800

580

690
925720

480

-

M56

61

-

M48M36

50

70

M42

57

5345

44

M24

38

38
-

M30

Ｇタイプ孔径

エコタイプ

87

M64

-

79

M72

-

ねじの呼び

ベースプレートのアンカーボルト孔径

ベースプレートの形状・寸法は、ハイベースＮＥＯ工法設計ハンドブックを参照ください。

ベースプレート形状

ベースプレート形状

開先形状

開先形状

！ 注意

柱はベースプレートのフラット面に

アンカーボルト孔周辺に凹加工して

無収縮モルタルと接する面となります。

設置

目標値

エコナットの形状

Ho

Bo

Co φD1

座金の形状ナットの形状

H

C

B

tw

φd1

○強度はこれに接するコンクリートの強度以上

ＮＸ-２０００、クイック３は使用不可。

(#)：センクシアの担当範囲

（形板芯にて検査）

３．設置後のアンカーボルトのねじ部は打ちきずやコンクリートが付着しないようにねじ部の保護養生をしてください。

５．本資料以外の施工方法で行った場合、ハイベースNEOの性能が発揮できなくなります。

※３　Ｍ７２は細目ねじ　　　　　　　　　　　　※４　建築基準法第37条第二号に基づく国土交通大臣認定を取得した材料を使用

コンクリートスラブ天端

　その場合、せん断耐力が変わる可能性がありますのでセンクシアにご相談ください。
・アンカーボルト上部には必ずエコナットを使用してください。通常のナットでは所定の性能が発揮できません。

板厚40mm以下の場合

板厚40mm超の場合

105
95 400

480 645
550

施工時は、ねじ山が最低３山ナットの外に出るように余長を確保してください。

はベースプレート台座厚さを

※※１

２ｔ

ａ寸法は設置誤差を考慮した設計
※２

上段はGB型式及びGM型式の場合、

※３

M24 324 105 10 29645 3619 42 256 44480

150
130

165
155

190
175

210
185

230
200

955
925

1110
1080

1270
1235

1470
1420

1660
1610

(1)ウェブの両面すみ肉溶接

(2)開先部の溶接

１パスごとに

全周溶接を行

(曲げ負担の場合は、
完全溶込み溶接とする)

H形柱の

溶接

エンドタブの取付とＨ形柱ウェブの

すみ肉溶接 ハイベース
ウェブ突出部

柱ウェブ

エンドタブ

スカラップ
（H形柱の場合）

組立溶接

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

40mm

組立溶接

円形鋼管 H形

を行う。

接の場合はこれ

によらない）

う。

取り付けてください。

いる面はベースプレート裏面であり、

H形柱用（EH型式）

角形鋼管柱用（EB型式） 円形鋼管柱用（EM型式）

H形柱用（GH型式）

円形鋼管柱用（GM型式）角形鋼管柱用（GB型式）

柱側B点へ向かってなめらかになるよ

し突き合わせ継手またはＴ継手余盛り

2

EB,GB,EM,GM,EH,KB型式 GH型式

　　アンカーボルト締付

締め付けを行う。

８．鉄骨建方

後詰めモルタル充填（#）

９．モルタル注入枠設置（#）

後詰めモルタル充填（#）

１０．アンカーボルト締付（#）

予備締め

ナット回転法による本締め

（30°回転、許容差：　　）+10°
-0

マーキング

ベースプレートと座金とナットが密着

スカラップ
（H形柱の場合）

注意！ 柱の溶接時にベースプレートとの組合せによってはベースプレートが溶接熱歪によって曲がることがあります。

ねじの
4本タイプ用 8本タイプ用 12本タイプ用

M24

厚さ 外径 内径

(mm)

長さ 幅

定着板（4本タイプ用）

定着板（8本タイプ用）
32 180 68 12 330 130 68

-16 70 27

16 90 33

19 100 39

22 120 45

25 140 52

28 160 60

9

12

16

33

39

45

52

60

76

68

45

52

60

180

215

240

270

305

65

75

85

95

110

225

260

295

340

375

85

95

110

130

145

M30

M36

M42

M48

M56

M64

M72

厚さ 厚さ内径 内径長さ 幅

td ad bd dd tt at bt dtts Ds ds

- - - - - - -

----

----

- - - 16 380 145 76

9

9

9

9

9

9

9

ｅｍ

定着板（エコタイプ、高強度柱適用タイプ、Gタイプ共通）

スリーブ

アンカー

示し、ハイベースＮＥＯ型式に
よって変わります。

下段はGH型式の場合の寸法です。

ナットの外に出るように余長を

時の最小寸法です。

確保してください。

呼び

(mm)

定着板（12本タイプ用）

t
s

D
s

d
s

t
d

b
d

ad

d
d

bt

dt

b
t

t
t

at

a
t

（大臣認定取得材）

ＨＣＷ４９０B,b
ＨＣＷ４９０ｓｔ

基礎柱形主筋の定着長さ（Lt）は、

定着板上面を境にして上下とも

確保する必要があります。

へりあき量は、ベースプレート外形寸法の０．１倍以上確保しなければならない。柱　　　　形

（イ） □ ２５０以下、φ２６７．４以下、H２５０以下の場合

１００ｍｍ ≦ ａ ≦２００ｍｍ　かつ柱寸法 Ｄ以下

　　　 および H２５０以上の場合

※ベースプレートと柱のF値が異なる場合は、JASS6や各材質毎に定められた指針に従い溶接材料を選定する。　

基礎柱形上面の目荒らし・水洗いを行ってください。

同等以上の無収縮性モルタル 

およびこれと同等以上の無収縮性モルタル

※

※

※ センクシアが供給するものに限る

※ センクシアが供給するものに限る

TMCP385B,C

高強度角形鋼管柱用（KB型式）

４本タイプ
アンカーボルト アンカーボルト

８本タイプ

アンカーボルト
８本タイプ １２本タイプ

アンカーボルト

エコタイプ下段はEB、EM型式のアンカーボルト8本、12本タイプ及びEHタイプの場合の寸法です。

JIS G3136 又は

高強度柱適用タイプ

TMCP鋼
※４

M42

エコタイプ

高強度柱適用タイプ

柱
適

度
強
高

イ
プ

タ
用

・

1110840165 789 437534 65481842 4.5 6538 75M42

高強度柱適用タイプ

※3

2023/12

06

（ハイベースNEO工法は、Ｓ造及びＣＦＴ造に適用）

(同等品)

ハ イ ベ ー ス NEO工 法 設 計 施 工 標 準

令和８年３月
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ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)

（角形鋼管柱用□150～□550）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１

中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７

〈角形鋼管柱用 □150～□550〉

角形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外形寸法

アンカーボルト径

C
1

2

C

A

エコタイプ：

Gタイプ　：

3C C3

A

C
2

1

C

2tH 2t

F

E

Gタイプ エコタイプ

アンカーボルト１２本タイプアンカーボルト４本タイプ

C2

A

1C

t2

エコタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

ベースプレート形状

C1

A

2C

H 2t

F

E

GタイプGタイプ

A

1C

F

t2

E

2t

C1

A

エコタイプ

H

□450

□350

□400

□500

□150

□175

□200

□250

□300

9～40

9～36

9～32

9～25

9～22

9～25

9～25

9～28

4.5～12

4.5～12

6～12

6～16

6～22

EB150-4-24

EB175-4-24

EB250-8-30

EB350-4-30

EB500-12-42

EB200-4

EB250-4

EB300-4
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EB350-8

EB400-8

EB450-8

EB500-8

-24

-30

-36

-36

-30

-24

-30

-36

-30

-36

-36

-30

-42

-42

-30

-36

-36

-42

-42

-36

-42

-42

-30

-36

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-42

-48

-36

-42

-48

-48

-42

-36

-48

-42

-48

-56

GB350-4

GB350-8

GB400-8

GB400-4

GB450-4

GB450-8

GB500-8

GB500-4

GB500-12

4-M24

4-M24

4-M24

4-M30

4-M36

4-M24

4-M30

4-M36

4-M30

4-M36

4-M30

8-M30

8-M30
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8-M36
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4-M42
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4-M42

4-M48
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12-M56

8-M42

12-M42

8-M36

8-M42

8-M30

8-M36

8-M42

550
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360
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390
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450
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460

500
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510

550

560

590
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640

660

690

710

740

740

590

540

560
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600

640

610

640

680

650
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660
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730

700

740

710

740

780

780

810

440
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230

260
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320
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360

370
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410

420
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460

470

480

510

520

530

570

580

620

630

630

460

450

470

480

490

510

520

530

550

540

560

570

580

600

590

610

620

630

650

650

670

－

－

－

－

－

－

190

－

240

220

－

290

270

260

340

320

310

360

370

410

420

600

280

270

260

320

310

300

370

360

350

420

410

400

610

630

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

350

300

－

320

356

458

508

－

－

－

－

－

－

－

－

－

408

280

320

360

400

－

－

－

－

－

－

－

－

－

75

90

55

65

70

75

85

60
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85

60

65
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65
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90

105

－

－

－

－

－

－

－

－

－

50

25

25

25

32

40

25

32

40

40

32

40

36

44

32

36

40

48

36

40

48

44

48

44

48

60

61

28

36

45

49

59

34

42

52

48

58

32

40

49

47

57

30

37

46

57

72

107

17

19

23

33

41

30

43

53

64

54

67

71

90

66

86

99

132

102

117

155

150

180

173

207

258

142

77

95

118

129

165

110

136

176

153

192

130

158

196

183

226

154

181

225

265

342

72

14

14

14

23

36

15

23

36

51

24

37

51

82

24

52

83

131

52

83

131

84

132

89

133

197

113

52

83

131

73

114

83

131

211

73

116

84

132

213

74

127

89

133

215

304

455

179

31

33

37

56

77

45

66

89

115

78

104

122

172

90

138

182

263

154

200

286

234

312

262

340

455

255

129

178

249

202

279

193

267

387

226

308

214

290

409

257

353

243

314

440

569

797

840

400

400

400

400

480

400

400

480

600

400

480

600

720

400

600

720

840

600

720

840

720

840

720

840

840

960

600

720

840

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

840

960

720

840

960

960

1120

145

80

80

80

102

117

80

102

117

110

102

117

106

121

102

106

117

138

106

117

138

121

138

121

138

150

168

95

116

140

144

166

114

137

159

143

165

112

135

156

142

164

110

132

153

164

195

1100以上

550以上

600以上

600以上

600以上

700以上

600以上

600以上

700以上

800以上

600以上

700以上

800以上

900以上

600以上

800以上

900以上

1100以上

800以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

800以上

900以上

1100以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1100以上

1200以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

120

120

120

150

160

120

150

160

150

150

160

150

170

150

150

160

180

150

160

180

170

180

170

180

190

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 板厚範囲

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)C3 F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

128

14.0

17.9

21.9

35.4

41.4

32.2

51.3

59.7

51.1

70.1

82.9

69.4

84.0

93.1

133

111

127

210

238

396

175

169

199

89.5

105

156

150

188

216

163

194

234

282

321

199

236

296

348

413

244

290

354

421

489

695

771

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋を□450以下はD10@250、□500以上はD13@250として算定しています。 

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

　　　あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。
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820

840

810

840

820

840

880

870
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20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

24-D25

32-D25

44-D25

16-D25

20-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

20-D19

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D16@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

4-D16@100

4-D16@80

D16@100

210

210

200

300

350

200

300

350

470

280

350

440

610

250

490

590

730

510

610

490

590

630

470

570

730

420

520

570

640

810

550

710

420

510

550

710

810

540

700

630

410

500

540

700

780

790

950

EB350－8－36

GB500－8－42

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

b

b

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

・ハイベースNEO工法

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

□550
9～40

9～28
EB550-12-42

EB550-8-42

GB550-12

GB550-4

GB550-8

-56

-48

-48

-48

-36

-42

-56

790

820

760

790

830

830

860

800

790

660

680

670

680

700

700

720

690

680

－

470

460

450

660

680

470

650

－

370

350

400

－

558

－

450

－

90

100

65

70

75

85

100

－

56

69

29

36

45

55

69

48

60

8-M36

8-M42

8-M48

4-M48

4-M56

12-M48

12-M56

12-M42

257

308

180

207

250

288

366

242

294

129

187

90

133

217

306

458

133

198

386

495

270

340

467

594

824

375

492

960

1120

720

840

960

960

1120

840

840

163

192

109

131

152

162

192

138

150

1200以上

1350以上

900以上

1100以上

1300以上

1300以上

1450以上

1100以上

1100以上

－

－

－

－

－

－

－

180

190

339

408

419

498

580

817

923

317

475

1000 24-D25 6801000 32-D25 D13@100 1000 20-D25 D13@100 6801000 32-D25 D13@1001000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

24-D25

28-D25

12-D25

16-D25

16-D25

24-D25

20-D29

24-D29

32-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@100

4-D16@100

4-D16@80

680

630

490

610

530

680

770

790

950

1000

1000

1000

1050

1000

1000

1050

1050

1100

20-D25

20-D25

12-D25

16-D25

16-D25

20-D25

20-D29

20-D29

24-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@150

4-D16@100

4-D16@100

1000

1050

1000

1050

1000

1000

1050

1100

1500

32-D25

44-D25

20-D25

28-D25

24-D25

32-D25

28-D29

40-D29

56-D29

D13@100

4-D16@100

D16@150

D16@150

D13@100

D13@100

D16@100

4-D16@100

4-D16@80

680

630

490

610

530

680

770

790

950

8-M42

-64 8-M64 850 690 390 105 68 346 464 810 1280 210 1600以上 －659 1100 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 1100 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150

-64 900 740 440 95 658-M64 367 467 834 1280 207 1600以上 －806 1150 32-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150 1150 28-D29 D16@100 1150 48-D29 D16@75 1150

L
L
1

h
h
c

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

(
L
t
)
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ハイベースNEO工法　各種寸法及び基礎柱形設計例 (Fc21の場合)

・ハイベースNEO工法（円形鋼管柱用φ190.7～φ1016）

BCJ評定-ST0059（エコタイプ）

大臣認定

BCJ評定 BCJ評定-ST0058（Gタイプ）

MBLT-0042～0046(アンカーボルト)

MSTL-0404,0180(Gタイプ用ベースプレート)

（ハイベースNEO工法エコタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

（ハイベースNEO工法Gタイプは、Ｓ造及びCFT造に適用）

〈円形鋼管柱用 φ190.7～φ1016〉

円形鋼管柱用

型式表示例

アンカーボルト本数

柱外径寸法

アンカーボルト径

エコタイプ：

Gタイプ　：

アンカーボルト４本タイプ

C2

A

1C

t2

エコタイプGタイプ

アンカーボルト８本タイプ

同解説ＪＡＳＳ５鉄筋コンクリート工事、およびハイベースNEO工法設計ハンドブックに準拠する。

本工法の設計・施工は、鋼構造設計規準、鉄骨工事技術指針、建築工事標準仕様書ＪＡＳＳ６鉄骨工事、建築工事標準仕様書・　

ベースプレート形状

Gタイプ

2t

C1

A

エコタイプ

ゾーン

柱符号

質量（kg）

部品

寸法　（mm）

Ａ C２C１ HE t ベースプレート セット質量

L L1

柱形  b
主筋量数量

採用

柱サイズ 最大板厚

基礎天端～

捨てコン天端

h(mm)F 2

適　用　柱 ハイベースNEO型式
ｱﾝｶｰ

エコタイプ Gタイプ

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　中柱用（4方向から基礎梁が取り付く場合のみを示す。)>　

ﾎﾞﾙﾄ

ﾍﾞｰｽプレ－ト下端～

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

hc(mm) 帯筋

基礎柱形の設計例(Fc21) 　<　側・隅柱用　>

ゾーン

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ
ゾーン ゾーン

(mm)

(mm) (mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

主筋量 帯筋
(mm)

柱形  b 柱形  b 柱形  b
定数

3

回転バネ

X10 kN・m/rad

C1

A

2C

H

2t

F

E

8.2 EM190-4-24 4-M24 13.8 290 210 - -- - 32 22 14

12.7 EM216-4-24 4-M24 19.9 310 230 - - -- 32 25 14

16 EM250-4-24 4-M24 28.4 370 290 - - -- 32 35 14

EM300-4
4-M24 38.3 420 340

- -- -
32 45 15

4-M30 61.0 430 340 40 59 23

EM350-4-30 4-M30 65.1 420 330 -
-- -

32 45 23

EM350-8-30 8-M30 86.3 500 410 240 40 79 50

EM400-8

8-M30 119 540 450 280

-- -

40 92 51

8-M36 148 560 470 270 48 119 81

8-M42 194 610 500 280 60 176 127

EM450-8

8-M30 146 580 490 320

-- -

40 106 51

8-M36 182 600 510 310 48 136 81

8-M42 249 650 540 320 60 199 127

EM500-8
8-M36 231 640 550 350

-- -
48 155 82

8-M42 301 700 590 370 60 231 128

GM500-8
8-M48 405 710 580 330

518 390
90 57 229 207

8-M56 470 740 600 320 100 69 282 308

EM550-8
8-M36 269 680 590 390

-- -
48 175 82

8-M42 350 740 630 410 60 258 128

GM550-8
8-M48 468 740 610 360

568 430
85 54 244 208

8-M56 543 770 630 350 100 65 301 310

GM600-8

8-M36 421 700 610 410

620 480

70 36 192 85

8-M48 563 780 650 400 85 52 273 210

8-M64 747 850 690 390 110 75 408 449

GM650-8
8-M48 661 820 690 440

670 530
90 52 316 211

8-M64 846 880 720 420 110 71 432 451

GM700-8
8-M48 750 850 720 470

720 570
80 48 330 212

8-M64 958 920 760 460 105 70 471 453

GM750-8
8-M48 865 890 760 510

770 620
85 48 381 214

8-M64 1100 960 800 500 110 69 527 455

GM800-8
8-M48 961 920 790 540

820 660
90 45 426 215

8-M64 1240 990 830 530 100 66 550 456

40 GM850-8-64 8-M64 1410 1030 870 570 870 710 105 65 616 459

40 GM900-8-64 8-M64 1660 1100 940 640 920 760 105 70 734 462

40 GM950-8-64 8-M64 1750 1100 940 640 970 810 105 61 735 462

40 GM1000-8-64 8-M64 1970 1140 980 680 1030 870 110 59 827 465

40

25

40

40

40

40

40

22

40

22

25

16

19

36 400 87 600以上 130 500

39 400 87 600以上 130 520

49 400 87 600以上 130 570

60 400 87 600以上 130 620

82 400 110 600以上 150 620

68 400 102 600以上 150 620

129 600 110 800以上 150 700

143 600 110 800以上 150 740

200 720 125 900以上 170 770

303 840 150 1100以上 190 810

157 600 110 800以上 150 780

217 720 125 900以上 170 810

326 840 150 1100以上 190 850

237 720 125 900以上 170 850

359 840 150 1100以上 190 900

436 960 164 1200以上 - 950

590 1120 192 1350以上 - 950

257 720 125 900以上 170 900

386 840 150 1100以上 190 950

452 960 161 1200以上 - 950

611 1120 188 1350以上

-

1000

277 720 116 900以上

-

950

483 960 159 1200以上 1000

857 1280 217 1600以上 1100

527 960 159 1200以上 1050

883 1280 213 1600以上 1100

542 960 155 1200以上 1050

924 1280 212 1600以上 1150

595 960 155 1300以上 1100

982 1280 211 1600以上 1200

641 960 152 1300以上 1150

1006 1280 208 1600以上 1200

1075 1280 207 1600以上

1196 1280 212 1600以上

1197 1280 203 1600以上

1292 1280 201 1600以上

-24

-30

-30

-36

-42

-30

-36

-42

-36

-42

-36

-42

-48

-56

-48

-56

-36

-48

-64

-48

-64

-48

-64

-48

-64

-48

-64

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

8-D16 D13@150 210 8-D16

8-D16 D13@150 210 8-D16

8-D16 D13@150 200 8-D16

8-D19 D13@150 200 8-D19

12-D19 D13@150 290 12-D19

12-D19 D13@150 290 12-D19

16-D22 D13@150 440 16-D22

16-D22 D13@150 490 12-D22

16-D25 D13@150 570 12-D25

20-D25 D13@100 730 20-D25

16-D22 D13@150 480 12-D22

16-D25 D13@100 570 12-D25

20-D25 D13@100 730 16-D25

16-D25 D13@100 550 12-D25

20-D25 D13@100 710 20-D25

24-D25 D16@100 770 20-D25

32-D25 D16@100 990 28-D25

20-D25 D13@100 540 16-D25

20-D25 D13@100 700 20-D25

28-D25 D16@100 770 24-D25

32-D25 D16@100 990 28-D25

20-D25 D16@100 470 16-D25

28-D25 D16@100 760 24-D25

32-D29 D16@100 1180 28-D29

28-D25 D16@100 750 24-D25

32-D29 D16@100 1180 28-D29

32-D25 D16@100 750 28-D25

32-D29 D16@100 1180 28-D29

24-D29 D16@100 770 20-D29

32-D29 D16@100 1170 28-D29

24-D29 D16@100 760 20-D29

32-D29 D16@100 1170 28-D29

500

520

570

620

620

620

700

740

800

850

780

810

850

850

900

950

1100

900

950

950

1100

950

1000

1150

1050

1150

1050

1150

1100

1200

1150

1200

500

520

570

620

620

620

700

740

770

810

780

810

850

850

900

950

950

900

950

950

1000

950

1000

1100

1050

1100

1050

1150

1100

1200

1150

1200

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@150

D13@100

D13@150

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

D16@100

16-D16 D13@150

16-D16 D13@150

16-D16 D13@150

12-D19 D13@150

16-D19 D13@150

16-D19 D13@150

20-D22 D13@100

20-D22 D13@150

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

20-D22 D13@150

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

40-D25 D16@100

52-D25 D16@100

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

40-D25 D16@100

52-D25 D16@100

24-D25 D16@100

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

28-D29 D16@100

48-D29 D16@80

28-D29 D16@100

48-D29 D16@80

210

210

200

200

290

290

440

490

570

730

480

570

730

550

710

770

990

540

700

770

990

470

760

1180

750

1180

750

1180

770

1170

760

1170

16-D16 D13@150

16-D16 D13@150

16-D16 D13@150

12-D19 D13@150

16-D19 D13@150

16-D19 D13@150

20-D22 D13@100

20-D22 D13@150

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

20-D22 D13@150

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

40-D25 D16@100

52-D25 D16@100

24-D25 D13@100

32-D25 D13@100

40-D25 D16@100

52-D25 D16@100

24-D25 D16@100

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

40-D25 D16@100

48-D29 D16@80

28-D29 D16@100

48-D29 D16@80

28-D29 D16@100

48-D29 D16@80

500

520

570

620

620

620

700

740

800

850

780

810

850

850

900

950

1100

900

950

950

1100

950

1000

1150

1050

1150

1050

1150

1100

1200

1150

1200

EM350－8－36

GM500－8－48

L
L
1

h

注)表中のh寸法は杭がない場合です。

L,L1,h,hc,b寸法、柱形主筋の定着長さ(Lt)

h
c

5
0

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ天端

ﾍﾞｰｽﾌﾟﾚｰﾄ下端

基礎天端

Gタイプはダブルナット仕様(露出が標準)

エコタイプはシングルナット仕様（コンクリートスラブに埋込）

杭がある場合は表中のh寸法に+100mm以上確保して下さい。

   Gタイプでコンクリートスラブに埋め込む場合、スラブ厚(hc寸法)は

"L1寸法+最低40mm以上のかぶり"となる寸法を確保してください。下部定着長さ(Lt)

上
部

定
着

長
さ

Lt寸法は定着板上面より下表の定着長さを上下とも確保してください。

(
L
t
)

Lt（mm）

鉄筋の定着長さ

b

b

φ190.7

φ216.3

φ267.4

φ850

φ900

φ914.4

φ950

φ1000

φ1016

φ800

φ812.8

φ600

φ609.6

φ650

φ660.4

φ700
φ711.2

φ400

φ406.4

φ750

φ762

φ500

φ508

φ550

φ558.8

φ450

φ457.2

φ300

φ318.5

φ350

φ355.6

1250 32-D29 D16@100 1140 28-D291300 1250 D16@10048-D29 D16@80 114048-D29 D16@801300

1350

1350

1400

36-D29

36-D29

36-D29

D16@100

D16@100

D16@100

1350

1350

1400

48-D29

48-D29

48-D29

D16@80

D16@80

D16@100

1130

1130

1180

32-D291350 D16@100 113048-D29 D16@801350

32-D291350 D16@100 113048-D29 D16@801350

32-D291400 D16@100 118048-D29 D16@1001400

2022/10

表中に無いサイズについても対応可能です。センクシアに問い合わせ下さい。鉄筋はD13,D16はSD295,D19,D22,D25はSD345,D29はSD390をご採用ください。

注 ３)表中の鉄筋量は基礎立上がりのない場合（基礎梁天端と基礎柱形天端が一致する場合）の設計例です。立上がりがある場合、独立基礎の場合は、
注 ２)上記表内の<中柱用>とは、4方向から基礎梁が取り付いた状態を示します。この条件を満たさない状態については、<側・隅柱用>を御採用下さい。
注 １)   、 ゾーン分けについてはハイベースNEO工法設計ハンドブックの各型式の耐力線図を参照下さい。

注 ５)部品の質量はアンカーボルト部品と形板を合わせた質量です。

　　　ハイベースNEO工法設計ハンドブックに従い、日本建築学会等の規準・指針に準拠した設計を行って下さい。

https://www.senqcia.co.jp/ＵＲＬセンクシア株式会社

注 ４)<中柱用>の鉄筋量は、基礎梁内のあばら筋をφ406.4以下はD10@250、φ450以上はD13@250として算定しています。
　　　 あばら筋断面積がこれよりも小さくなる場合は<側・隅柱用>の鉄筋量として下さい。

中四国ＴＥＬ　０８２-２４０-１６３０

九州　ＴＥＬ　０９２-４５２-０３４１

関東　ＴＥＬ　０２７-３２２-９４１１ 関西　ＴＥＬ　０６-６３９５-２１３３本社　ＴＥＬ　０３-４２１４-１９３２

東北　ＴＥＬ　０２２-２１３-５５９５

札幌　ＴＥＬ　０１１-７０８-１１７７ 中部　ＴＥＬ　０５２-５８２-３３５６

北陸　ＴＥＬ　０７６-２３３-５２６０

C4 2

ハイベースNEO工法 各種寸法及び
基礎柱形設計例(円形鋼管用)　　
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NON SCALE

[鉄筋コンクリート単重]

50 4030 90

25

40
製品幅 650

製 品 質 量

板 厚 亜鉛めっき(Ｚ１２) 亜鉛めっき(Ｚ２７)
mm kg/m kg/m 

０.８ ５．８９ ６．０７

1.2×200
20001.2×300 × 1000

1.6×400
（注）RC梁型枠用調整プレートには

釘孔加工(＠600mm)有り

t  × w   ×  L

t

W

1000～4900mm

5～10mm
＠   600水抜き孔 ≒

（注）50mm、120mmは
お問い合わせください

（注）50mmはお問い合わせください

原則として、デッキ長さが1,000mm

(L＝350～1,200mm)※板厚：0.8mm  

有効幅考慮
断面係数

33
Ｚx10 mm /m

９．８０

全断面有効
断面２次モーメント

4 4
Ｉｘ10 mm /m

１２．２

（注）50mm、120mmはお問い合わせください

500

80 210 210

560

205 210 145

625

205 210 210

495

205 210 80

B0 タイプA0 タイプ

D0 タイプC0 タイプ

２０２２／０７／２１

ｆ

1)　　　　部は、たわみで決定する範囲を示す。

２,９１０

３,０９０

３,０３０

３,０５０

３,０７０

３,１２０

２,９４０

３,０００

３,０４０

Ｗ＝Ｗ ＋ Ｗ ＋ Ｗ

施　工　条　件　な　ど

施工割増係数（支持梁がＲＣ造またはＳＲＣ造の場合）

設計荷重 Ｗ

補強支保工 コンクリート止め

プレートまたは山形鋼等

プレートまたは山形鋼等

落下防止金物

リブ間リブ間

プレートまたは山形鋼等
フラット部分

リブ部分

コンクリート止め コンクリート止め

コンクリート止め

大引

※リブとリブの間が切断される場合 ※リブが切断される場合

210 210

開口部

内　　　　　　　　　　　　　　　容項　　目

記 号 説 明

支柱
●支保工間隔　： 　Ｌ

ＬＬ

　スラブスパン： ２Ｌ

（単位：ｍｍ）

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５０

１４０

１３０

１２０

３００

１４０

２５０

２００

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１３５

１３０

１２５

１２０

３００

２００

２５０

１９０

１８０

１７０

１６０

１５５

１５０

１４５

１４０

１３５

１３０

１２５

１２０
スラブ厚S(mm)

板厚 t ０.８ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ０.８ｍｍ板厚 t
スラブ厚S(mm)

α=1.5α=1.25α=1.0

２,３６０

２,４１０

２,５１０

２,６９０

２,８３０

２,３３０

２,５００

２,７２０

２,７５０

２,７９０

２,８２０

２,８６０

２,５４０

２,４９０

２,２９０

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０８０

２,９００

２,９４０

２,９８０

２,０８０

２,２４０

２,４４０

２,４９０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２６０

４,４５０

４,６７０

３,８５０

４,４３０
３,８５０

４,３９０

４,７７０

４,８５０

４,４８０

４,８１０

２,５７０

２,９７０

３,５００

３,６３０

３,７７０

３,９２０

４,０８０

４,２１０

４,３１０

４,４１０

４,５２０

２,２２０

２,５７０

３,０６０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,３７０

３,３３０

３,８５０

４,５７０

４,７５０

４,４２０ ３,３３０

３,８５０

４,４６０

４,５４０

４,６４０

４,７３０

４,８３０

４,１７０

４,４８０

４,８８０

２,２２０

２,５７０

３,１８０

３,３１０

３,４５０

３,６００

３,７７０

３,９５０

４,１５０

４,２７０

２,２４０

２,４００

２,６１０

２,６５０

２,７００

２,７６０

２,８１０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

３,０１０

３,０４０

３,０８０

２,０４０

２,１９０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５７０

２,６００

２,６３０

２,６５０

２,６８０

２,７１０

２,７５０

２,７８０

２,８１０

２,７９０

３,０６０

３,１３０

３,１６０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

３,２９０

３,３１０

３,３４０

３,３６０

３,３９０

２,６９０

２,８１０

２,９５０

２,９８０

３,０２０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１５０

３,１８０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

２,５００

２,６９０

２,８４０

２,８７０

２,９００

２,９４０

２,９７０

２,９９０

３,０１０

３,１００

３,１４０

２,７５０

２,７８０

２,２９０

２,４５０

２,６６０

２,７１０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８９０

２,９１０

２,９３０

２,９５０

２,９８０

２,０００

２,１５０

２,３４０

２,３８０

２,４２０

２,４７０

２,５２０

２,５５０

２,５８０

２,６１０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７３０

２,７６０

１,８６０

２,０００

２,１８０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,３７０

２,４００

２,４２０

２,４５０

２,４８０

２,５１０

２,５４０

２,５８０

２,６１０

２,１２０

２,５９０

２,６４０

２,７００

２,７３０

２,７５０

２,７７０

２,７９０

２,８１０

２,８３０

２,８５０

２,８７０

２,８８０

２,９００

２,９２０

２,９６０

２,９９０

３,０１０

３,０４０

３,１１０

３,１３０

２,８７０

３,０２０

３,０４０

３,０６０

３,０９０

３,１１０

３,１３０

３,１６０

２,６６０

２,７９０

３,１５０

３,１７０

３,２００

３,２２０

３,２５０

３,２７０

１,９００

２,０４０

２,２３０

２,２７０

２,３２０

２,４４０

２,４７０

２,５００

２,５３０

２,５６０

２,５９０

２,６３０

２,６６０

２,５４０

２,５９０

２,６４０

２,６７０

２,７００

２,７４０

２,７７０

２,８００

２,８４０

２,８７０

２,９１０

３,０６０

１,６４０

１,７６０

１,９１０

１,９４０

１,９８０

２,０６０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,１５０

２,１８０

２,２００

２,２３０

２,２６０

１,５２０

１,６４０

１,７８０

１,８２０

１,８５０

１,８９０

１,９３０

１,９６０

１,９８０

２,０００

２,０３０

２,０５０

２,０８０

２,１００

２,１３０

２,０２０

（単位：ｍｍ）

2

開口部

 ３ 断面応力・たわみの計算

 ５ 施工の要点

 4 作業床

 1 保　管

 3 敷込み

 2 吊り込み

スラブ厚さ別許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m 、施工割増係数考慮］ 中間支保工を設ける場合の許容スパン早見表［施工時作業荷重1,470N/m ］

許容支圧荷重（N/m）

0.8

スパンＬの取り方

Ｌ ＬＬ

デッキ長さ デッキ長さ

 ４　納まり例

終端始端

30以上

デッキプレート割付け幅

敷込み方向

40以下

85

50以上
～340以下

630 x n

210210

30以上
30以上

かかり代 50

オフセット寸法

始端

敷込み方向
30

終端

30以上
50
かかり代 30

継ぎ筋調整プレート

50以上
～340以下

630 x n

30
デッキプレート割付け幅

 4-1　割付け
(１)鉄骨造（Ｓ造）

(３)ＲＣ置きスラブ（地中梁）

継
手
プ
レ

ー
ト

梁

梁

柱

アークスポット溶接又はすみ肉溶接

現場切断

溶接 210ピッチ

かかり代 50

継手プレート

梁

現場切断

は現場切断

※柱コーナーおよび継手プレート部の切断は現場加工

(ｂ) (ｃ)

支保工

大引

支保工スパン 支保工スパン
スラブスパン

 4-2　各所の納まり 4-3　中間支保工設置

(１)Ｓ造継手プレート部の納まり

(７)Ｓ造床板と梁に段差のある場合

(２)Ｓ造斜め梁の納まり

(４)Ｓ造柱廻りの納まり (５)Ｓ造水平ハンチの納まり

(６)Ｓ造梁の段差（レベル差）がある場合

敷込み方向

柱

梁

630

630

30以上

50以
上

かかり代

※柱コーナー切断は現場加工

かかり代
梁

梁

柱

630 630

エンドクローズ
120

75

 4-4　開口部納まり例

Ａ)コンクリート硬化後に開口部切断  　                   Ｂ)コンクリート打設前に開口部切断

コンクリート止め
落下防止金物

開口部

開口部 落下防止金物

63
0

Ａ

落下防止金物

コンクリート止め

コンクリート硬化後

断面

Ａ部詳細

（幅630mm）

平面

補強支保工
大引

□(　　　　　　   　　)[ 　　kN/m　]
□ 普通コンクリート[ 24kN/m　]　　 　□ 軽量コンクリート[ 20kN/m　]

□ 1,470N/m  [ポンプ工法]            □ 2,450N/m  [ホッパー・バケット工法]
□(　　　　 N/m　)[             　　　　]

施工時作業荷重

2Ｗ ：フラットデッキ自重        Ｗ ：作業荷重(下記)3

Ｗ ：スラブ自重＝（スラブ厚）×（鉄筋コンクリート単重）11 2 3

2

2

2

33

3
コンクリート

施工状況の種類 施工割増係数(α)

ＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、荷重条件、施工条件等の適切な設定、管理に

9

０.８ｍｍ １.２ｍｍ１.０ｍｍ１.６ｍｍ１.４ｍｍ１.２ｍｍ１.０ｍｍ ０.８ｍｍ

3kN/m

kN/m3

3kN/m

kN/m3

2

調整プレート

か
か
り
代

梁柱

（現場加工）

63
0

30
以
上

75

斜

め

梁

斜め切断

現場切断

大引

サポート

(３)ＲＣ、ＳＲＣ造斜め梁

2

(施工)
特　記

 δ：最大たわみ　　　　　　　　　   　　 （ mm ）
 C ：たわみ算定用係数　（C=1.6）

 L ：スパン 　　　　　　　　　　　　　 　 （ m ）
　E=2.05×10  N/mm 

 α：施工割増係数[ 別表参照 ]

ｂ

 σ：曲げ応力度　　　　　　　　　　　    （N/mm ）
ｆ ：許容曲げ応力度　ｆ = 205              （N/mm ）
 M ：最大曲げモーメント                  （N･mm/m）
 Z ：断面係数（有効幅５０ｔ考慮）  　　   （mm /m）

 W ：設計（上載）荷重                      （N/m ）

 E ：鋼材のヤング係数                     （N/mm ）
 I ：断面２次モーメント(全断面有効)      （mm /m）

 Ｐ：ＪＦデッキリブ支圧荷重　　　　　 　 　　 (N/m)
Ｐa：許容支圧荷重[ 別表参照 ]　　　　  　  　(N/m)

4

2

2

25

3

2

柱廻りのデッキプレート受け材 FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

柱廻りのデッキプレート受け材 500～900ピッチ

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け FB-50x6等

デッキプレート受け
デッキプレート受け (フラットバー)
 FB-50以上

デッキプレート受けデッキプレート受け

(ａ)

L-75x75x6等

(１)一時的な作業床で使用することも考えられるが、板厚が0.8～1.0ｍｍのデッキ

　工を設けることを原則とする

幅方向の割付けは、標準品（６３０幅）をベースに割付ける
始端・終端調整には役物、調整プレートを使用する

(１)敷込みとの関連を考えて保管場所を決める

(２)薄板製品であることを十分認識し変形に注意する

(１)骨組の組立順序との関連を十分検討する

(２)壁、パネル等の取り付け作業との関連を十分検討する

(３)クレーンの揚重能力の検討、パレットを用いる等安全対策を検討する

(４)揚重枚数と敷込み順序の関係等検討する

(３)２枚目以降は最初のデッキプレートに倣うので最初の位置決めを正確に行い、

　　確実に梁に固定する(落下防止等安全対策)

(４)かかり寸法は厳守する

　　プレートの場合は、接合部分の変形、破損しやすいので避ける

　　を敷く等の措置により受圧面積を大きくする

(２)受圧面積が極端に小さい集中荷重は避ける。集中荷重がかかる場合は、厚板等

(４)資材等の仮置は避ける。止むを得ず仮置する場合は、デッキプレートに負担が

　　かからないよう十分配慮する。特に0.8～1.0ｍｍは注意する

　　する

(２)打設は、コンクリートの山（集中荷重）をつくらないようにする

(５)敷込み後は速やかに溶接等で固定する

(３)油等コンクリートに有害なものは、コンクリート打設前までに取り除く

(１)打設は打設荷重等の施工荷重を極力低減するようにし、過荷重には十分注意

配線・配管・空調ダクト等の開口部の施工は、原則として下Ａ図のようにあらかじめ型枠で囲い、コンクリート打設
硬化後にデッキプレートを切断する。開口部の大きさにより、デッキプレートとコンクリートが剥離する恐れがある

   打設
 5 ｺﾝｸﾘｰﾄ

項　　　　　目         算　　定　　式

(２)割付方向は図面に従い、間違いの無いようにする

場合、切断部周辺に「落下防止金物」を取り付ける

断面応力・たわみの計算は、一般に単純支持梁モデルを用いて計算する
算定式および許容値は、下表とする

より施工上の安全性が確実に確保される場合

１.２ｍｍのフラットデッキを使用する場合

を使用する場合

施工の要点は、下表のとおりとする
特殊なケースの場合は、その都度施工法を十分に検討し施工すること

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

曲げ応力

[RC・SRC造]

[ S  　造 ]
WL

8Z

2
M

Z
σ＝     ＝  　 x10 ≦ｆ

3
b

WL
2

M 3

Z 8Z
b

α

C5WL4

384EI
Lx10 3

180

Ｐ＝ ＷＬ ≦ Ｐa

σ＝     ＝  　 x10 ≦

δ＝　　 　×10 ≦      ＋5

支 圧 耐 力 (N/m)

た　わ　み (mm)

(N/mm  )2

１．５

１．２５

１．０

24

20

20

24

施工割増係数

施工状況の種類建物の構造
ＲＣ・ＳＲＣ造
施工状況の種類

Ｓ造、ＲＣ・ＳＲＣ造 ＲＣ・ＳＲＣ造

デッキプレート受けは、設計荷重を十分支持可能な部材及び取付方法とする

9,800 14,700 19,600

1.0 1.2 l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚０.８ｍｍのフラットデッキ

l類以外のＲＣ造またはＳＲＣ造の場合で、板厚１.０ｍｍまたは板厚

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００ ４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

４,９００

□  　 類

□  　 類

□     類

I

II

III

  類[施工割増係数：α=1.0]I   類[α=1.25]    類[α=1.5]II III

  類   類    類IIIIII

デッキプレート受けのサイズは監理者の承認を得て決定すること

595

595

62
562
5

625

625

(４)終端役物の有効幅

A0 タイプ

A0 タイプ ２ 製 品 仕 様

許容支圧荷重Pa (幅1m当たり)

板厚（mm）

1)上表の数値は、中間支保工を設ける場合のＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗリブの
  許容支圧荷重によって決まる許容スラブスパン２Ｌを示す

2)ＲＣ造またはＳＲＣ造において梁側板型枠でＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ
　を支持する場合、スラブスパンが３.０ｍを超えるときは中間支保

3)ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ製品仕様の最大長さは４.９ｍ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ切断

20

エンボス

亜鉛めっき(Z12)型　　式

ＪＦ７５-０８

［ｍｍ］
板厚

4

製 品 質 量 断　面　性　能

［x10 ｍｍ /ｍ］［x10 ｍｍ /ｍ］4 3 3
Ｉ Ｚ

[kg/枚/ｍ] ［kg/ｍ ］2

12.6

ＪＦ７５

□ Z12

□ Z27

□ Y18

付着量記号

（注）断面性能のＩは、断面2次モーメント(全断面有効)、Ｚは断面係数(有効幅考慮50t)を示します

JIS G 3302｢溶融亜鉛めっき鋼板及び鋼帯｣

JIS G 3317｢溶融亜鉛-5％アルミニウム合金めっき鋼板及び鋼帯｣
降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

降伏点205N/mm 、引張強さ295N/mm 以上

使　　用　　材　　料

275

180

2[g/ｍ ]（両面）
最小付着量

SZAHC
SZACC

種類記号

SGHC

SGCC 120

種類

ＪＦ７５

ＪＦ７５Ｗ

種類の記号および材料

2 2

22

JF75・JF75Wデッキプレート受け（別途）

JF75・
JF75W

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ

JF75・JF75W

JF75・JF75W

敷き幅630

75

15210210 210

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗの設計・施工は、(一社)公共建築協会「平成18年版 床型枠用鋼製デッキプレート(フラットデッキ)設計施工指針・同解説」による。

Y18及びその他製品については、事前にご相談下さい

43

ＪＦ７５のみ

(１)始端かかり位置、中間位置(デッキ５枚位の位置)終端位置をマーキングする

ＪＦ７５Ｗ-０８

ＪＦ７５-１０

ＪＦ７５Ｗ-１０

ＪＦ７５-１２

12.6

15.7

15.7

18.7

ＪＦ７５Ｗ-１２

ＪＦ７５-１４

ＪＦ７５Ｗ-１４

ＪＦ７５-１６

ＪＦ７５Ｗ-１６

18.7

21.8

21.6

24.9

24.6

120 18.7

150

180

24.4

29.4

206

232

34.4

39.3

7.95

7.97

9.88

9.88

11.8 

11.8 

13.7 

13.6

15.7 

15.5

1000～4900 mm

1000～4900 mm

製品長さエンドクローズ長さ

 85、(50、120) mm

85、(50) mm

630xn
30以上 30以上

リブ間 100以上

A0タイプ
有効幅 595～520カンザシアングル

さん木

せき板

ＳＲＣ造 先行敷きの場合

アングル
デッキプレート受

オフセット寸法
40以下

＠600以下

横さん木（残し） 50x25

縦さん木（残し） 50x25

85
のみ込み代 10

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

オフセット寸法　40以下

始端 デッキプレート割付け幅

敷込み方向
のみ込み代 10

630 x n
～360以下

100以上

30以上
のみ込み代10

終端

85
のみ込み代 10

横さん木 50x25
オフセット寸法

40以下せき板
t=12 縦さん木 50x25

＠600以下

スクリュー釘 ＠210
釘又は、

（２）鉄筋コンクリート造（ＲＣ造） 鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ造）

調整プレート

標準 + ＰＬ
役物 + ＰＬ

615

A0 タイプ

ｴﾝﾄﾞｸﾛｰｽﾞ長さ85mmの場合

□

□

□

□

□

 １ 型式・質量および断面性能

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

ＪＦ７５評価番号 [評価 第911-0100A003号]

□ その他（　　　                       　　　　　　　　　　　　）

普
 
通
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

軽
 
量
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト

普
通
コ
ン
ク
リー

ト

軽
量
コ
ン
ク
リー

ト

ｂ

15

エンボス
36

敷き幅630

75

210 210 210 15

(50),85,(120) (50),85

未満の場合に使用。

JF75 ⇒熊谷工場製造
JF75W⇒神戸工場製造

（注）JF75（熊谷工場）とJF75W（神戸工場）の使い分けについて：製品は原則、指定搬入先に近い工場にて製造し出荷致します

キーストンプレート キーストンプレート

キャンバー
製品長さ・エンドクローズ寸法

ＪＦ７５Ｗ

エンドクローズ形状 エンドクローズ形状 接合部詳細図接合部詳細図

調整プレート

役物デッキプレート

割付け幅 620

09
JF75・ JF75W設 計 ・ 施 工 標 準

ＪＦ７５・ＪＦ７５Ｗ 設計・施工標準(同等品)

令和８年３月
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NON SCALE

10

【発射打込みびょう】
　□事前検査
　　梁(母屋)板厚に合った空砲と威力をセットする。
　　空砲の種類及び選定についてはメーカーに確認。

2)検査で不合格の場合は
　増打ちをする。

　打びょうに失敗したびょうの頭部がじゃまして
□不良部の補修

　増し打ちができない場合は、グラインダーにて
　そのびょうの頭部とワッシャを取り除き、その
　隣でデッキスパン方向に10mm以内の増し打ち
　をする。

φd

φD

15

4.5

D

d

　：びょう立上がり長さ

　□接合後の外観検査
　　1)検査用測定ケージを用いて立上がり長さを
　　　確認する。

8.2～9.8

ヒルティーびょう

(N/箇所)

3.2mm以上

梁の厚み

6mm以上

2.3mm以上

板厚

1,640

1,250

1,250

1,250

1,250

1,250

端部

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

発射打ち込み鋲 焼抜き栓溶接

端部 端部 中間部中間部中間部

1,570

1,570

2,330

2,630

2,960

3,400

1.2mm

1.0mm

1.2mm

1.0mm

1.2mm

1.0mm

接合部固定強度

　　3)SPW施工結果報告提出：工事写真及び溶接技術者
　　　　　　　　　　　　　　 資格証写しを添付

佐渡島Zルーフを屋根に用いた場合の設計・施工は、日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準」、
佐渡島Zルーフ施工マニュアルによる。

設　　　　計

１．材料／デッキプレート屋根

２．梁(母屋)との接合

３．耐火仕様

４．アクセサリー

デッキ名 　　品　　　種材     質

□ZC-03-1.0 □CGLC400

溶融55％アルミニウム－
亜鉛合金めっき鋼板

－亜鉛合金めっき鋼板
塗装溶融55％アルミニウム

デッキを梁(母屋)になじませ(隙間2mm以下)溶接棒をデッキに垂直にしてアークを発生させる。

溶接棒を若干引上げてアークを飛ばし、径10mm弱で“の”の字を描いてデッキを焼き抜く。

溶接棒を梁(母屋)上まで押込み、焼抜きの内側をなぞるように円中央へ2～3回転しながら運棒。

溶着金属を整え、中央部でそっと溶接棒を引き上げる。スラグを除去して仕上がりを確認。

アーク発生

デッキ焼抜き

押し込み・溶着

整　形

1

2

3

4

工　程 手順・要領

3

2

1

デッキを梁(母屋)になじませびょうを打つ。

梁(母屋)板厚に合った空砲と威力レベルをセットする。

検査用測定ゲージを用いて立上がり長さを確認する。

びょう打ち機調整

びょう打ち

立上がり長さ確認

工　程 手順・要領

注1：閑静な場所では発射音の対策に注意。

　母屋板厚が厚い場合は、デッキと

　母屋に下穴を開けた後に、ネジを

　取り付ける。

【焼抜き栓溶接(SPW)】

溶　接　電　流

190～230A(標準210A)

梁フランジ板厚

6mm以上

（4）溶接工の資格：JIS Z 3801、JIS Z 3841における基本級の有資格者

（1）溶接機：交流アーク溶接機　AW250A以上　エンジン溶接機　230A以上

発射打込みびょう

施工順序 敷　込　み デッキと梁(母屋)との接合 検　　　　査

1)焼抜き栓溶接

デッキと梁(母屋)との接合

敷込み仮止め溶接

クリップ設置

墨出し

（3）標準溶接条件：右表

（2）溶接棒：JIS D 4316、D 5016に定める低水素系被覆アーク溶接棒

　　　　　　  棒径　4mmφのもの

（5）手順・要領：以下の1～4の順に行う。

溶接時間の目安：電流値210A(標準)の場合8秒程度

（5）手順・要領：以下の1～3の順に行う。

　　  修得した作業員が施工する。

（3）施工指導及び施工：びょうメーカーが責任施工又は施工指導を行う。

（4）作業資格：びょうメーカーの作業者資格認定制度に基づき施工技術を

注2：詳細はびょうメーカーの施工要領に従って施工並びに検査を行う。

3)ドリリングタッピンネジ
2)発射打込みびょう

検査

　□事前検査

　　SPW：適性な溶接を行うため下記の方法で電流値をチェックする。

　 1) 検流計での計測

　【その他】

　 2) 溶接棒の消費長さによる確認　　未使用の規定の溶接

　　  棒を用いてアーク長さを約3mm保持し、10mm程度の円

　　　を描いて10秒間溶接した時の溶接棒の消費長さが45

　　  ～53mmであること。

　□溶接後の外観検査

　　1)溶接箇所の確認　2)焼き切れ、余盛り不足の有無

　　3)標準余盛り径　SPW：18mm以上

　□不良部の補修
　　SPWの場合：スラグ除去後、梁にデッキプレートを

　　1)デッキ相互の嵌合状況　2)開口部の補強状況

　　　　　　　　 溶接金属を流し込む要領で補修。

梁継手部　デッキ幅方向梁継手部　デッキスパン方向

外周梁　デッキ幅方向 デッキ幅方向 デッキを離した場合 梁との間に隙間がある場合

デッキを連続にした場合

デッキを突き合わせた場合 デッキを連続にした場合 デッキ幅方向　デッキを連続にした場合　

デッキを連続にした場合デッキを離した場合デッキを突き合わせた場合外周梁　デッキスパン方向

A-1 A-2 A-3

B-4B-3B-2B-1

B-5 B-6 B-7

B-9B-8

焼抜き栓溶接、発射打込み
　びょう又はドリリングタ
　ッピンネジ

クリップ(1mピッチ)注4

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又はドリリングタッピンネジ
(2箇所/デッキプレート1枚以上)

Zルーフ Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

クローザー(オプション)

Zルーフ

50mm以上50mm以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

50mm以上

Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

50mm以上 50mm以上
Zルーフ

Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

Zルーフ

Zルーフ
Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

50mm以上 50mm以上

焼抜き栓溶接、
発射打込みびょう
又はドリリングタッピンネジ

クローザー(オプション)

Zルーフ Zルーフ
Zルーフ

焼抜き栓溶接、発射打込みびょ
う又はドリリングタッピンネジ

50mm以上50mm以上
50mm以上50mm以上 ※梁(母屋)には必要に応じて

　耐火被覆を施す

梁(母屋)

(1時間耐火被覆) 注3)

注2)

Zルーフ

注1)
スパンスパン

クリップ

□Z-03-1.2 □SGLC400

接合強度一覧

接合箇所(最低必要)
デッキ梁(母屋)上
(端部・中間部)

Z-03-1.0･ZC-03-1.0

特　　記 クリップ設置 梁(母屋)

(6)裏張り付は溶接での施工は不可です。

単純支持

連続支持

支持スパン

3.5m以下

デッキ敷き込み条件デッキの板厚

1.0mm以上Z-03-1.0,1.2

デッキ名屋根、30分耐火

4.0m以下

FP030RF-1687

FP030RF-1692(裏張付）

FP030RF-0331

FP030RF-1717(裏張付）□裏張材 □ﾌﾈﾝｴｰｽ4mm
無機質高充てん
フォームプラスチック

注１)スパンとは梁(母屋)の中心間距離を言う。
注２)梁(母屋)との接合は、焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又はドリリングタッピンネジを用いる。
注３)梁(母屋)の耐火被覆　梁(母屋)に1時間の耐火性能が要求される場合は、それらに応じ耐火被覆を施す。
注４)クリップは、1mピッチでデッキ凸部に嵌合設置する。

ーヒルティーびょうー

（1）使用工具：びょう打ち機(発射打込みびょう専用工具)

（2）びょう：ヒルティーびょう(X-EMP-19　L15ピン：JIS G 3502ピアノ線相当)

（1）使用材料：　鉄

その他

　ウェブにかかる場合

アングル補強

アングル補強

※1：H(アングル高さ)は、

小梁補強

開口部

小梁補強

LW

開口部

LW

≧
W

W
≧

W

H(※1)

セルフドリルネジ
φ4×13以上

補強鋼板
(t=1.2程度)

セルフドリルネジ
φ4×13以上

φa

ドリリングタッピンネジ
平成14年4月16日国土交通省告示第326号に基づき、
下記の仕様とする。

ーアーク手溶接ー

焼抜き栓溶接[SPW]1)墨出し線に合わせて１枚目のデッキ

　プレートを仮止め溶接した後、順次

　適当な枚数 ( 5 ～10枚) ごとに敷き

　並べ、所定箇所にクリップを設置し

　仮止め溶接する。

2)デッキプレートの溝部が各梁(母屋)

　上に乗るように敷込む。

　(50mm以上)

3)デッキプレートの長さ方向の梁(母

　屋)上のかかり幅は、50mm以上に

　敷込む。

施

工

端部 中間部 端部

デッキスパン方向

Zルーフ凸部分には、クリップを1mピッチで嵌合設置する。

2)開口部 W＞600mmの場合 W：600mm以下　L：900mm程度の場合3)開口部1)開口部(丸パイプ)が

開口部補強案

指定断熱材厚さ以下とする。

標　　準　　納　　ま　　り

2,620 4,360 1,120 2,480

3,360 1,2904,960 2,480

ﾄﾞﾘﾘﾝｸﾞﾀｯﾋﾟﾝﾈｼﾞ6X25以上

Zルーフ

立上り鋼板

立上り鋼板

100
mm

端部から順送りで、１ｍピッチに固定する。
【固定方法】

クローサー

クローサー(オプション)

（現地調達品）

（現地調達品）

92Ｘ30

入隅鋼板

入り隅鋼板

入り隅鋼板

（2）ネジ寸法：φ6×25mm以上

接合箇所
デッキ幅方向

　Pa：接合部1個当りの長期許容引張り力(N)
　Ws：デッキ端部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(N/m)
　Wc：デッキ中間部梁(母屋)上部に作用する設計最大荷重(N/m)
　Ns：デッキ端部梁(母屋)上の接合箇所数/1m幅
　Nc：デッキ中間部梁(母屋)上の接合箇所数/1m幅

接合部の作用する荷重に応じて接合箇所の個数を決定する。

□焼抜き栓溶接(φ18以上)

□発射打込みびょう

□その他

梁(母屋)板厚(t)≧6mm

梁(母屋)板厚(t)≦6mm

梁(母屋)板厚(t)≦12mm

下記の接合箇所

の項によって決

定する。

注）発射打込みびょうの場合、「梁（母屋）板厚」の最大値は32mm。

□ドリリングタッピンネジ(φ6､L=35mm以上)

デッキ端部梁(母屋)上　　Ns=Ws×1.5Paかつ3ケ所/デッキ1枚以上
デッキ中間部梁(母屋)上　Nc=Wc×1.5Paかつ3ケ所/デッキ1枚以上

焼抜き栓溶接、発射打込みびょう又は
ドリリングタッピンネジ

□Z-03-1.0 □SGLC400

□ドリリングタッピンネジ(φ6､L=25mm以上)

10
00m

m以
下

10
00m

m以
下

　　　　　　　　 密着させて再溶接する。不具合箇所に

上欄内の採用項目に□を記して下さい。

小梁補強

2021/10/1

佐渡島ZルーフⅢ型屋根設計・施工標準

佐渡島ZルーフⅢ型屋根設計・施工標準（30分耐火）(同等品)

令和８年３月
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（ 財） ベターリビング評定　 CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

部材記号

１ ． ＮＤコア仕様

ND150

ND175

（ １） NDコアの形状寸法および重量

外径B

152

177

部材記号

単位質量板厚t

16. 5

17. 0

公差(mm) (mm) （ kg/m）

202

252

22. 0

24. 0

ND300 302 29. 0

数量(個)

150～

85. 1

124

184

265

ND200

ND250

材質

斜め切断（ 勾配）

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

はりA 

はりB 

はりC 

傾斜はり・ 斜め切断 

はりB, はりCの小口基準面 10 

X 

　・ 平成19年国土交通省告示第593号、第594号、 第595号、 第596号

　 ・ 同「 2018年版冷間成形角形鋼管設計・ 施工マニュアル」

　 ・ 平成20年5月23日施行改正建築基準法

　 ・ （ 一財） 日本建築センター「 2020年版建築物の構造関係技術基準解説書」

a)NDコアは柱・ はり組合せ表の範囲において柱、 はりに対して、 許容応力度設計、 保有耐力接合条件を満足して

おり、 あらためて接合部の検討は不要である（ 【 柱はり組合せ編】 参照） 。  

b)NDコアを用いた柱はり接合部では、 通しダイアフラム形式の架構と同様に節点を剛とし、 柱およびはりを線材

置換して、 鉄骨フレームの設計を行うことができる。  

c)NDコアを用いた柱およびはり等の鉄骨フレームの設計については、 下記の規基準等によるものとし、 通常の設計

フローに従って、 部材の設計、 架構解析、 耐力の確認等を行う。 ただし、 ルート ３ を用いて設計をする場合、 ND

コアは適用範囲においてパネル崩壊とならないため、 柱はり耐力比から崩壊形を判定して保有耐力の検討を

中間階部 柱頭部

補強プレート

余長≧e

余長≧e

（ １ ） 鉄骨製作方法

（ ２ ） 接合方法

（ ３ ） 柱頭部補強プレート 取り付け方法

４ ． ＮＤコア鉄骨製作要領

隅肉溶接仕様

≧9

≧6

≧12

a)NDコアと柱およびはりとの接合は鉄骨製作業者が行い、 施工管理は鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理技

術者が行う。  鉄骨製作に関し特に確認すべき事項については「 ＮＤコア鉄骨加工要領書」 に示す。  

b)記載なき事項については、 （ 一社） 日本建築学会「 建築工事標準仕様書・ 同解説　 Ｊ ＡＳＳ６ 鉄骨工事」 、 同「 鉄骨工事

技術指針」 、 および（ 一財） 日本建築センター「 2018年版冷間成形角形鋼管設計・ 施工マニュアル」 による。  

a)NDコアと柱およびはりフランジとの接合は完全溶け込み溶接とし、 NDコアとはりウェブとの接合は隅肉溶接ま

たは高力ボルト 接合とする。

b)NDコアとはりの接合はNDコア小口面から余長e以上を確保して接合する。 余長eは別紙「 柱はり対応表」 にて

特記の無い限りは25mmとする。

c)NDコアは、 NDコア小口面から余長eを除いた全ての部分ではりの取り付けが可能だが、 はり外面合せの場合、

NDコアの角部分と裏当て金に隙間が生じたときは、 隙間を溶接で埋めて本溶接を行う等適切に処置する。  

a)柱頭部は、 NDコア小口面に右表に示す仕様の補強プレート を全周隅肉溶接により取り付ける。

b)全周隅肉溶接は右表に示す溶接サイズで、 490N級の溶接ワイヤを用いて行う。  

または 

高力ボルト 接合 

はり下端の段差

棟部 桁部（ 斜め切断）

バルコニー部の段差

隅柱･側柱 はり芯が斜めの場合

５ ． ＮＤコア納まり例

（ １ ） はり取り付け位置

（ ３ ） 段違い形式はり

※)柱頭上部の斜め切断の勾

配は45°以下とすること

余長≧e

余長≧e

段違い形式はり 斜め切断傾斜はり

【 NDコア長さＬ の採り方例】

長さ範囲

（ mm）

69. 8

断面形状

（ 2） 柱頭部仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質： SN400A, B, C、 SS400、SM400A, B, C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

a)柱頭部では、 NDコア小口面に下表に示す補強プレート を取り付けること。

b)柱頭部を斜め切断する場合は、 片流れの切断とし、 切断角度は45°以下とする。

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート 仕様

寸法 板厚

(mm) (mm)

斜め切断有り

c)どぶ付けめっきのため補強プレート に開口を設ける場合は、 断面欠損を考慮し、 板厚を割増すこと

柱頭切断角　 最大45° 

はり傾斜角

補強プレート  

柱頭切断角以下 

３ ． 鉄骨躯体の設計方法

c)柱頭部を斜め切断すると、 NDコア小口面の長さが増加するため、 右図を参考に、 実状に合わせて補強プレー

柱頭部

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

□斜め切断　 （ 　 　 　 ） 度， 寸

d)NDコアとはりとの接合の際、 NDコア製作時の溶接余盛とはりが接触する場合は、 グラインダで平滑に仕上る

等適切に処置する。

ト を準備する。  

余長≧e（ はりC）

余長≧e（ はりC）

余長≧e（ はりB）  

余長≧e（ はりB）  余長≧e（ はりA）  

余長≧e（ はりA）  

PL

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

行う。

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

余長≧e

または 

高力ボルト 接合 

寸法 板厚※

(mm) (mm)

≧9
ND200

ND250

130×130

155×155

部材記号

NDコア
斜め切断無し

材質： SN400A, B, C、 SS400、 SM400A, B, C

ND175

ND150

ND300

170×170

220×220

270×270

≧6

≧12

≧9

130×PL

155×PL

170×PL

220×PL

270×PL

≧6

≧12

補強プレート 取り付け仕様

寸法 板厚※

(mm) (mm)

斜め切断有り

溶接サイズ

(mm)

ルート 1-1

ルート 1-2

ルート 2

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

ただし、 NDコア使用部においてパネル崩壊が生じな

いため、 柱・ はり耐力から崩壊形を判定して、 フレー

ム設計を行う。

崩壊形の判定に影響しない、 柱頭部については、

特別な検討は不要である。

ルート 3

（ ５ ） 柱頭部

陸屋根 桁部

（ ２ ） 一般部

一般部

（ ６ ） デッキプレート 納まり

（ ７） NDコアと屋根用かさ上げ材の納まり

（ ８ ） 補強プレート どぶ付けめっき用開口

デッキ受け材（ 板厚6mm以上）

・ 通しダイアフラムが無いため、 デッキ

受けを取付けて対応する。

・ 受け材の板厚は6mm以上とする。

・ デッキプレート の乗せ代は、 デッキの

規基準等に従う。

かさ上げ材切欠き 余長を大きく 取る 補強プレート を厚く する場合

かさ上げ材切欠き
補強プレート 厚肉化

余長大

※開口位置・ 大きさについては、 どぶ付けめっきメーカーと相談して決めることが望ましい。

中央大+4隅小 4隅大

※開口を設ける場合は、 断面欠損を考慮し、 板厚を割増すことが望ましい。

（ ４ ） スロープ

スロープ部

中柱 中柱 （ 柱径＝はり幅）

・ 本仕様書は別紙「 NDコア設計・ 施工標準仕様書【 柱・ はり組合せ編】 」 と合わせて使用

・ 本仕様書に記載の無い事項は、 「 NDコアカタログ」 の他、 日本建築学会「 建築工事標準

書・ 同解説　 Ｊ ＡＳＳ６ 鉄骨工事」 （ 一財） 日本建築センター「 2018年版冷間成形角形鋼管

設計・ 施工マニュアル」 および関連規基準に従う こと。

すること。

端あき

端あき

端あきはND150・ ND175で10mm、

ND200・ ND250・ ND300で15mm程度

設計が可能。

通しダイアフラム形式のBCR295と同様にフレーム

設計が可能。

※1

※2 ※4※5※3

が望ましい。 

ND400 402 38. 6 470

+2. 0 
-2. 0 

ND350 310×310 310×PL

ND350 310×310 310×PL

+3. 0
-0 

※　 角落ち防止のため、 板厚は１ サイズアップを推奨する。

    （ 斜め切断は一方向のみとし、部分切断は不可）

≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

ND350・ ND400で20mm程度
ND350 352 33. 8 360

≧16≧16 ≧16ND400 360×360 360×PL

SN490B-ND 
※6

余長≧e（ はりC）

はりA 

はりB 
はりC 

余長≧e（ はりA）  

段差はり 

余長≧e（ はりA）  余長≧e（ はりB）  

余長≧e（ はりB）  

余長≧e（ はりC）

CL/(2×D)≧2. 5

NDL≦1500

CL： 角形鋼管柱の長さ（ mm）

D： 角形鋼管柱の外径（ mm）

D

NDL： NDコアの長さ（ mm）

NDL≦1500

NDL： NDコアの長さ（ mm）

設計記号長さ(mm)

≧　 （ はりA） かつ

≧　 （ はりB） かつ

≧　 （ はりC）

≧　 （ はりA） かつ

≧　（ はりB） ≧　 （ はりB） かつ

≧　 （ はりC）
≧　 （ はりC）

L≧L≧　L≧　 L≧　

かつ

２．NDコア仕様の決め方

（１）NDコア長さLの設定方法と注意点

a)NDコアの長さLは、取付く各はり（最大で4方向）全てに対して、最小余長eを確保し、かつ最小長さ　以上となるようにする。

最小余長e、最小長さ　は柱はりの組合せで決まっている寸法であり、｢設計・施工標準仕様書【柱はり組合せ編】｣を参照する。

とせん断力の比率に応じ、柱の変形性能が変わります。そのため評定CBLSS08-19の適用範囲において柱せん断スパン比は

2.5以上、NDコアの長さは1500mm以下となっております。

b)はりに傾斜がある場合には、はり取り付き部の長さの増加を加えてNDコア長さを設定すること。 

d）柱頭部の斜め切断の勾配は45°（10寸勾配）以下とする。（斜め切断は一方向のみとし、部分切断は不可）　

e）NDコアは厚肉鋼管のため角形鋼管柱より剛性が大きい特徴があります。層に占めるNDコア全長の割合が大きい場合、曲げ　

小口が傾斜している面では、低い位置を基準として最小余長e、最小長さ　を確保する。

c)柱頭部上部を斜め切断仕様とする場合は、それぞれの接合面に対応する小口において、最小余長e、最小長さ　を確保する。

（２）適用する柱およびはり材

・建築構造用圧延鋼材（JIS G 3136） SN400B,C

・一般構造用圧延鋼材（JIS G 3101） SS400

・溶接構造用圧延鋼材（JIS G 3106） SM400A,B

a)適用する柱材の材質および規格

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

b)適用するはり材の材質および規格：下記規格のH形鋼 

・建築構造用冷間成形角形鋼管　BCR295

・一般構造用角形鋼管（JIS G 3466） STKR400 

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるためはり取付時はグラインダで仕上げをするかもしくははりウェブを切り欠くなど適切に処置すること

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合、はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

※7　ＮＤコアの表面に錆が発生していることがあります。はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい。

※6　SＮ490B-ND 日本産業規格JIS G 3136（建築構造用圧延鋼材）2012の９形状、寸法、質量およびその許容差には 

示されるSN490Bの４化学成分、６炭素当量及び溶接割れ感受性組成、７機械的性質 10外観、11試験、12検査、13再検査の各規定に適合している。

適合していないが、当該JISに

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

□ND150  □ND175  □ND200  □ND250  □ND300  □ND350  □ND400

ｔ
Ｂ

Ｂ

ND150～ND200

Ｂ

Ｂ

ｔ

ND250～ND400

※1　 設計記号は、 部材記号-長さ(mm)で記入する。 　 （ 例） ND300-600、 ND200-550

540 ND250-540 1

638 ND350-638

632 ND350-632

538 ND350-538

532 ND350-532 2

2

2

14

4

11

ＮＤコア設計・施工標準仕様書
【基本仕様編】

490 ND350-490

角形鋼管柱・Ｈ形鋼はり接合工法 ＮＤコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】(同等品)

令和８年３月
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NON SCALE

（ 財） ベターリビング評定　 CBL SS008-19(令和2年3月31日付)
・ 本紙は、 「 NDコア設計・ 施工標準仕様書【 基本仕様編】 」 および「 ND

角形鋼管柱・ H形鋼はり接合工法

コア設計・ 施工標準仕様書【 柱・ はり組合せ編】 」 と合わせて使用す

ること。

4-1． ND150～ND200

4-2． ND250～ND350

※最小余長ｅ に記載の無い場合は25mmとする。 記載がある場合は、 数値以上の余長を確保する。

※表中のNG範囲は適用不可。・ 柱材： BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

・ はり材： 400N級（ SS400、 SM400、 SN400B・ C等） のJI S G 3192記載のH形鋼

・ 最小余長e： 確保する余長の最小値

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e（ はりA）

はりB

余長≧e（ はりA）  

余長≧e（ はりB）  

※1　 記載の無い場合は25mmとする。 記載がある場合、 数値以上の余長を確保する。

余長≧e（ はりB）  

・ NDコア長さL： NDコアの長さ

・ 余長： ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

ＮＤコア
ＮＤコア

※1

角形鋼管柱

１ ． 表の見方

２ ． ＮＤコアの形状および寸法

Ｂ

ND150

ND175

外径B

152

177

部材記号

板厚t

16. 5

17. 0

(mm) (mm)

202

252

22. 0

24. 0

ND300 302 29. 0

ND200

ND250

材質

ｔ
Ｂ

Ｂ Ｂ

ｔ

ND250～ND400ND150～ND200

+2. 0 
-2. 0 

長さ範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33. 8

150～

公差(mm)

+3. 0 
-0 

単位質量

（ kg/m）

単位質量

（ kg/m）

85. 1

124

184

265

69. 8

360

※3

ND400 402 38. 6 470

SN490B-ND 
※6

H-100×50×5×7

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-198×99×4. 5×7

H-200×100×5. 5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-298×149×5. 5×8

H-300×150×6. 5×9

H-346×174×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

H-606×201×12×20

細幅

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

646

650

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

H-596×199

H-600×200

H-606×201

はり

柱

NDコア

径（ 材質）

板厚

ND250 ND300

□300（ STKR400）□300（ BCR295）□250（ STKR400）□250（ BCR295）

6 12 16

e

9 6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350（ STKR400）□350（ BCR295）

12 169 12 16919 1922 22

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

551

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

396

400

446

496

546

450

500

550

650

656

646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646 646

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

H-100×50×5×7

H-125×60×6×8

H-150×75×5×7

H-175×90×5×8

H-198×99×4. 5×7

H-200×100×5. 5×8

H-248×124×5×8

H-250×125×6×9

H-298×149×5. 5×8

H-300×150×6. 5×9

H-346×174×6×9

H-350×175×7×11

H-396×199×7×11

H-400×200×8×13

H-446×199×8×12

H-450×200×9×14

H-496×199×9×14

H-500×200×10×16

150

175

200

225

248

250

298

300

348

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

150

200

250

300

350

200

270

310

300

350

396

400

細幅

200

250

345   35

350

400

200

250

303

373

400

200

280

300

350

400

200

250

310

350

400

200

250

325

350

400

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

450

500

550

350

400

446

496

546

450

500

550

H-100×50

H-125×60

H-150×75

H-175×90

H-198×99

H-200×100

H-248×124

H-250×125

H-298×149

H-300×150

H-346×174

H-350×175

H-396×199

H-400×200

H-446×199

H-450×200

H-496×199

H-500×200

150 150 150 150 150 150

335

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

250

300

150

200

248

250

298

300

348

H-596×199×10×15

H-600×200×11×17

H-596×199

H-600×200

646

650 650 650 650 650

232 225

175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175 175

225 225 225 225 225 225 225 225 225 225

248 248 248 248 248 248 248 248 248 248 248

298 298 298 298 298 298 298 298 298

348 348 348 348 348 348 348 348 348 348 348

396 396 396 396 396

225 225 225 225

248248248248

298298298298

348348348348

396 396 396 396 396

446446446446

496496496496

546546546546

646646646646

H-606×201×12×20 H-606×201

はり

柱

NDコア

径（ 材質）

板厚

ND150 ND175

□175（ STKR400）□175（ BCR295）□150（ STKR400）□150（ BCR295）

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6 9 12 9 12

ND200

□200（ STKR400）□200（ BCR295）

350

400

450

500

550

150

200

250

300

650

175

225

248

298

348

396

446

496

546

646

6

e e e e e e e e e e e e e e e e e

NG NG
NG NG

NG NG

公差

使用する柱（ 横軸） 、 はり（ 縦軸） を選択し、 NDコアの必要最小長さ　 と余長の必要最小寸法e　  を確認する。

・ 最小長さ　 ： 柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

L≧　 （ はりA） かつL≧　

L≧　 （ はりB）

4． NDコア最小長さ　 と余長e

最小長さ　 、 最小余長e

最小長さ　 、 最小余長e

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

３．注意点

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするか、もしくははりウェブを

　　　切り欠くなど適切に処置すること。

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合、はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

・ＮＤコアの表面に錆が発生していることがあります。はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい。

※6　SＮ490B-ND 日本産業規格JIS G 3136（建築構造用圧延鋼材）2012の９形状、寸法、質量およびその許容差には 

示されるSN490Bの４化学成分、６炭素当量及び溶接割れ感受性組成、７機械的性質当該JISに

各規定に適合している。

・組合せ表の最小長さ　、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

10外観、11試験、12検査、13再検査の

適合していないが

(Ver3. 1 2024. 08)

ＮＤコア設計・施工標準仕様書
【別表・細幅】

12

ＮＤコア設計・施工標準仕様書  【柱・はり組合せ編・別表  1/3 はり細幅】(同等品)

令和８年３月
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NON SCALE

（ 財） ベターリビング評定　 CBL SS008-19(令和2年3月31日付)

角形鋼管柱・ H形鋼はり接合工法

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

198

244

335

344

310

400

294

380

294

344

294

344

320

344

300

394

294

354 370

390

440

490

353

460

440

490

344

480

440

490

344

435

575     90

490

344

390

358

390

440

490

344

470     35

440

455

440

422

440

430

505

275

326    45

150

316     35 302

225

250 310 325     40 315     30

225

275

350

401     50

430     35

387     35

510   105

357 300

350

410     55

350

396     45

430

377     35

510   105

345

510   105

390 390 390 492     75

150 150 150 150 150 150 150

200 200 200 200 200 200 200 200

250 225 275 260 235

280

150

200

262

150

200

250

150

200

250

150

200

283

150

200

268

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

510   105

532 532

538

638

490 490 490490

175

198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244

198 198 198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532532 532532 532

538538538538538538538538

638638638638638638638638

175175175175175175175175175175175175175175175 175

390390 390 390

225 225 225 225 225 225 225 225 225

385     30

407

440

490

390

565     70

490

390

525     

640     90

390

488

605     65

435

445

560

420

440

490

390

440

390

542     60 515

325

485     90

300

465     70

300 300 353

350

340

470     60

305

475     60

300

440     40

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

250

150

200

150

200

150

200

250

150

200

250

150

200

425     30 387

555

510 625     70490

198 198 198 198 198 198 198 198

244 244 244 244 244 244 244 244

294 294 294 294 294 294 294 294

532 532532 532570 532532 532

538538538538590635     40603     35538538

638638638638638638638638638

175175175175175175175175175

225 225 225 225 225 225 225 225 225

348

344

395

560     85

525

315

250

150

200

465     75

198

244

294

532

538

638

175

225

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

・ 柱材： BCR295およびSTKR400の冷間ロール成形角形鋼管

・ はり材： 400N級（ SS400、 SM400、 SN400B・ C等） のJI S G 3192記載のH形鋼

・ 最小余長e： 確保する余長の最小値

余長≧e 

はり

余長≧e

角形鋼管柱

はりA

余長≧e（ はりA）

はりB

余長≧e（ はりA）  

余長≧e（ はりB）  

※1　 記載の無い場合は25mmとする。 記載がある場合、 数値以上の余長を確保する。

余長≧e（ はりB）  

・ 余長： ＮＤコア小口面から はりフランジ端面までの距離

ＮＤコア
ＮＤコア

※1

角形鋼管柱

１． 表の見方

２． ＮＤコアの形状および寸法

4-1． ND150～ND200

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

Ｂ

ND150
ND175

外径B

152
177

部材記号

板厚t

16. 5
17. 0

公差(mm) (mm)

202
252

22. 0
24. 0

ND300 302 29. 0

ND200
ND250

材質

ｔ
Ｂ

Ｂ Ｂ

ｔ

ND250～ND400ND150～ND200

+2. 0 
-2. 0 

長さ範囲 断面形状※2 ※4※5

ND350 352 33. 8

中幅

はり

広幅

はり

中幅

はり

広幅

はり

150 150 150 150 150 150 150 150 150 155 150

213    35 190 175 220    35 198 175 265    70 235    45 270    70 245    55180

244 244 244 244 244 244

294 336 305 294 294 320

344 344 344 344 344 344

150 150 150 150 150 150

175 175 175 175 175 175

210 200 215200 200 200

280 225250 285    30 265

250 350    70 250330    60 255 345    65

344 344

390

480

300

380

250

150

200

532

595

638

595     60

175

198

244

294

225

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23 940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

344 344 344 344 344 344 344 344 344 344

742742742742742742742742742 742

750750750750750750750750750 750

842842842842842842842842842 842

850850850850850850850850850 850

940940940940940940940940940 940

950950950950950950950950950 950

644

962

644 644 644 644 644 644 644 644 644

962 962 962 962 962 962 962 962 962

250 250 250 250

412     35

400 580   105 400 400 585   110

4-2． ND250～ND350

柱

NDコア

径（ 材質）

板厚

ND150 ND175

□175（ STKR400）□175（ BCR295）□150（ STKR400）□150（ BCR295）

6 9 12

e

6 9 12 6 9 12 6 9 12 6 9 12 6 9 12

ND200

□200（ STKR400）□200（ BCR295）

柱

NDコア

径（ 材質）

板厚

ND250 ND300

□300（ STKR400）□300（ BCR295）□250（ STKR400）□250（ BCR295）

6 12 16

e

9 6 12 169 6 12 169 6 12 16919 19

ND350

□350（ STKR400）□350（ BCR295）

12 169 12 16919 1922 22

H-148×100×6×9 212 198 198 217 198 198 243    35 217 198 250    30 230 198 198 198 198 198 198 198

290    35

150～

公差(mm)

+3. 0 
-0 

単位質量

（ kg/m）

単位質量

（ kg/m）

85. 1
124
184
265

69. 8

360

※3

150

205

e e e e e e e e e e e e e e e e e

e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e e

※最小余長ｅ に記載の無い場合は25mmとする。 記載がある場合は、 数値以上の余長を確保する。

NG NG
NG NG NG NG

NG NG
NG NG NG NG

NG NG

NG NG

※表中のNG範囲は適用不可。 斜線部分は個別に検討が必要なので問い合わせ下さい。

NG NG

NG NG

NGNG

ND400 402 38. 6 470

SN490B-ND 
※6

294    294 294    294 304

H-582×300×12×17 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632 632

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-148×100×6×9

H-148×100×6×9

H-194×150×6×9

H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

H-390×300×10×16

H-440×300×11×18

H-482×300×11×15

H-100×100×6×8

H-125×125×6. 5×9

H-150×150×7×10

H-175×175×7. 5×11

H-200×200×8×12

H-250×250×9×14

H-300×300×10×15

H-488×300×11×18

H-588×300×12×20

H-594×302×14×23

H-700×300×13×24

H-792×300×14×22

H-800×300×14×26

H-900×300×16×28

H-912×302×18×34

H-350×350×12×19

H-692×300×13×20

H-890×299×15×23

H-582×300×12×17

・本紙は、「NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】」および「ND

ること。

コア設計・施工標準仕様書【柱・はり組合せ編】」と合わせて使用す

・ NDコア長さL： NDコアの長さ

使用する柱（ 横軸） 、 はり（ 縦軸） を選択し、 NDコアの必要最小長さ　 と余長の必要最小寸法e　   を確認する。

・ 最小長さ　 ： 柱はり組合せで決まるNDコアの最小長さ

L≧　 （ はりA） かつ

L≧　 （ はりB）L≧　

4． NDコア最小長さ　 と余長e

最小長さ　 、 最小余長e

最小長さ　 、 最小余長e

※2　コラムとの食い違い防止のため、NDコアの外径Bを基準寸法としている。

※3　NDコアの長さは1.0mmピッチで対応。

３．注意点

　　　切り欠くなど適切に処置すること。

当該JISに

各規定に適合している。

※4　NDコア側面には溶接ビードの盛り上がりがあるため、はり取付時はグラインダで仕上げをするか、もしくははりウェブを

※5　NDコアの角部に突起が生じてはりと干渉する場合、はり取付時にグラインダで仕上げをするなど適切に処置すること。

示されるSN490Bの４化学成分、６炭素当量及び溶接割れ感受性組成、７機械的性質

※6　SＮ490B-ND 日本産業規格JIS G 3136（建築構造用圧延鋼材）2012の９形状、寸法、質量およびその許容差には 

10外観、11試験、12検査、13再検査の

適合していないが

・ＮＤコアの表面に錆が発生していることがあります。はりとの溶接時に支障となる錆は除去して下さい。

・ＮＤコアの標準的な納まり等は、｢NDコア設計・施工標準仕様書【基本仕様編】｣に記載している。

・組合せ表の最小長さ　、最小余長eは、はりの短期降伏耐力をはり全断面を有効として設定している。

(Ver6. 2 2024. 08)

ＮＤコア設計・施工標準仕様書
【別表・中広幅】
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ＮＤコア設計・施工標準仕様書  【柱・はり組合せ編・別表  2/3 はり中広幅】(同等品)

令和８年３月
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課員係長

工事名

図　面
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尺

検図 製図

Ｎｏ．
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杭
芯

F23A

杭
芯
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芯
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杭
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杭
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杭
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杭
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杭
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芯

杭
芯

杭
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杭芯

杭芯
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杭芯

杭芯

杭芯

杭芯

杭芯

杭芯

杭芯

1×P2杭
2×P2杭

2×P2杭 2×P2杭

2×P2杭2×P2杭2×P2杭

2×P2杭
2×P1杭

2×P1杭 2×P1杭

2×P1杭

2×P1杭 2×P1杭

2×P1杭

1×P2杭

3×P2杭 3×P2杭

杭 伏 図  　　1:100

凡 例

特記なき限り、

杭記号凡例

既存杭

P1杭：267.4φ

P2杭：318.5φ

674 104

6
7
4

1
0
4

杭芯

杭芯

杭芯

杭芯45度

杭
芯

杭
芯

2×P1杭

隣地境界線 隣地境界線

1×P1A杭

1×P1A杭

P1A杭：267.4φ

ボーリング調査位置を示す。

・杭頭レベルは、1FL-2,100(設計GL-1,650)とする。

・基礎下端レベルは、1FL-2,300(設計GL-1,850)とする。

・杭先端レベルは、設計GL-23.65mとする。

・(-   ) 杭天端レベルを示す。(1FL±0）

(-2,300)

(-2,300)

8 9

既存建物調査位置

（S.47）

新規調査
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基 礎 ・ 1階 床 地 中 梁 伏 図
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芯

壁
芯

壁
芯

1 2 3 5 6

柱
面

4 7

柱
芯

柱
芯

柱
芯

特記なき限り、

凡 例

・コンクリートスラブ天端レベルは、1FL-30とする。

・地中梁天端レベルは、1FL-500とする。

・

・

・

・ コンクリートスラブ天端レベル1FL-100の範囲を示す。

コンクリートスラブ天端レベル1FL-60の範囲を示す。

コンクリートスラブ天端レベル1FL-200の範囲を示す。

コンクリートスラブ天端レベル1FL-40の範囲を示す。

・

・

コンクリートスラブ天端レベル1FL-30～70の範囲を示す。

コンクリートスラブ天端レベル1FL-30～40の範囲を示す。

8 9

基礎・１階床梁伏図  　　1:100

柱
芯

柱
芯

壁
芯

C3
柱

面

-40

C1 C1 C2
C2 C2 C2

C2C2C2C2C1 C1

C3

C4C4

C1 C1

C1
C1

FC1

FC1

FC1

FC1

F
G
2

FG
1
A

FG
1
A

柱
芯

コンクリートスラブ天端を示す。(1FL±0)・

・

-

・ RC立上り壁W120(H=1FL+100)の範囲を示す。

床下点検口600角を示す。

排水ピット開口350角を示す。

・

・

・

地中梁天端を示す。(1FL±0）・(-   )

RC腰壁W120(H=1FL+1000)の範囲を示す。

-100

CS6A

S1

S4

床下配管ピット範囲を示す。(ピット天端レベル=1FL-1,600～1,700)

CS5

CS5

CS5

CS5

FB11

釜場:600×600×H500

釜場:600×600×H500
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

S（A1）1：40
（A3）1：80

・杭芯測量後、杭芯ずれが100mmを超えた場合、設計者に報告し、基礎・地中梁の補強等の指示を受け対応する

5-D13

F1

8
-D

1
6

318.5φ

F22

P2杭×2本

2
0d

10-D13

F12

P1杭×2本

6
-
D
16

267.4φ

設計GL

1FL

2
0d

6-D13

6
-
D1

3

267.4φ

6-D16

設計GL

1FL

F12A

P1杭×2本

318.5φ

F22A

P2杭×2本

設計GL

1FL

11-D22

19
-
D
13

1
3
-D

1
3

318.5φ

設計GL

1FL

F23

P2杭×3本

2
0
d

5
-D

1
3

1
2
-
D1

6

12-D1612-D13

2
0
d

2
0
d

基礎リスト  　　1:40

基 礎 リ ス ト

設計GL

1FL

318.5φ

P2杭×3本

1
4
-D

2
2

19-D13

20
d

中詰めコンクリート厚(H1)杭頭補強筋 定着長(40d)杭径 φ杭符号

P2

P1

杭符号

杭 仕 様

P1

P2

大臣認定番号：TACP-0665(砂質地盤)

上 杭

下 杭

上 杭

下 杭

上 杭

下 杭

杭径

φ×t (鋼材)

L=4.0m

L=4.0mφ 267.4× 12.7 (STK490)

φ 267.4×  9.3 (STK490) L=18.0m(6.0+6.0+6.0)

杭長

L=18.0m(6.0+6.0+6.0)

φ 318.5× 12.7 (STK490)

φ 318.5×  9.5 (STK490)

267.4φ

267.4φ

318.5φ

10-D25(SD345)

10-D25(SD345)

1000mm

1000mm

300mm

600mm

700mm

-----なし

L=3.8mφ 267.4× 12.7 (STK490)

φ 267.4×  9.3 (STK490)
P1A

L=18.0m(6.0+6.0+6.0)

P1A

中詰めコンクリート要領図

フーチング下端

杭
径

以
上

H1
(
m
m)フーチング下端

H
1(

m
m
)

杭
径

の
2
倍

以
上

※杭は確実に支持層に根入れする事。

　ク管理により行う。

　杭の支持層の確認は、杭打ち機のトル

(
40

d
)

杭天端

フーチング下端

L
=
定

着
長

杭頭補強筋要領図

5D=125mm

2
0
0

P1A杭 杭頭ピン要領図

・コンクリート強度Fc24

・礎柱配筋は、鉄骨柱リスト・礎柱リストによる

17

柱
芯

設計GL

1FL

設計GL

1FL

F21

P2杭×1本

318.5φ

設計GL

1FL

267.4φ

P1A杭×1本

杭工法：ETP(アーステンダーパイル)工法F23A

4d以上 4d以上
4d以上 4d以上4d以上

4d以上

杭全長

22.0m

22.0m

22.0m

先端部羽根径

Dw× t(鋼材)
杭先端位置

設計支持力

(kN)
杭本数

φ802× 36

(SM490A)
設計 GL-23.65m 700

990

 2本

22本設計 GL-23.65m
φ 950× 45
(SM490A)

700
φ 802× 36

(SM490A)
設計 GL-23.65m

16本

杭頭レベル

設計GL-1.65m

設計GL-1.85m

設計GL-1.65m

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300

フタプレートは
鋼管杭の板厚以上

コンクリート止め 中詰めコンクリート
Fc24

中詰めコンクリート
Fc24

コンクリート止め

鋼管杭

杭頭補強筋：D25
SD345

ハカマ筋
D13 @300

ハカマ筋
D13 @300
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岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

S（A1）1：40
（A3）1：80

・幅止め筋はD10@1000とする

符　号

位　置

断　面

FG1

全域

1FL

FG1A

C端 中央・E端 全域全域全域

FG5

全域全域

FG3 FG3A

D

FG4

全域

FG7

全域

FG6

全域

FG8

<Fc24>

B × D

上端筋

下端筋

S T P

腹　筋

増打補強筋

D13 @200

550 × 1500

8-D10

4-D22 4-D22

D13 @200

550 × 1500

8-D10

8-D25

7-D25

7-D25

7-D25

7-D25

4-D22

D13 @200D13 @200

4-D22

500 × 1000

4-D25

4-D25

4-D10

4-D22

6-D10

500 × 1400

6-D25

6-D25

D13 @200

500 × 1300

6-D25

6-D25

6-D10

D13 @200

450 × 1100

4-D25

4-D25

4-D10

3-D224-D22

D13 @200

500 × 1200

6-D25

6-D25

6-D10

4-D22

6-D10

500 × 1400

5-D25

5-D25

D13 @200

4-D22

D13 @200

500 × 900

4-D25

4-D25

地 中 梁 リ ス ト

・幅止め筋はD10@1000とする

符　号

位　置

断　面

<Fc24>

中央 中央

FB1 FB2

全域

FB3

両端

FB6

両端 中央全域

FB4

両端 全域

FB7

全域

FB8A FB9

両端 中央A,D端・中央 C端

FB5 FB10

2端・中央 3端全域

FB8

B × D

上端筋

下端筋

S T P

腹　筋

増打補強筋 4-D22

6-D10

500 × 1400

D13 @200

5-D25

5-D25

5-D25

8-D25

6-D10

300 × 1400

3-D19

3-D19

D10 @200

3-D16

350 × 600

D10 @200

2-D10

4-D19

3-D22

5-D223-D22

3-D22

2-D10

400 × 800

5-D25

5-D25 5-D25

D13 @200

4-D22

7-D25

D10 @200

3-D13

350 × 500

3-D19

3-D19

-----

D10 @200

300 × 600

2-D10

3-D13

4-D19

4-D19

D10 @200

2-D10

3-D19

300 × 700

4-D22

4-D22

D10 @200

2-D10

350 × 700

3-D19

3-D22

3-D22 3-D22

4-D22

D10 @200

2-D10

4-D22

4-D22

4-D22

6-D22

350 × 700

3-D19

D10 @200

2-D10

4-D22

4-D22

350 × 700

3-D19

5-D22

5-D22

符　号

位　置

断　面

<Fc24>

D10 @200

2-D10

3-D22

3-D22

3-D19

300 × 700

全域

FB11

全域

FCB1

B × D

上端筋

下端筋

S T P

腹　筋

増打補強筋

D10 @200

2-D10

350 × 600

3-D19

3-D19

3-D16

2-D10

350 × 700

5-D22

5-D22

D10 @150

3-D19

1FL

D

1FL

D

・幅止め筋はD10@1000とする

符　号

位　置

断　面

全域

1FL

<Fc24>

B × D

上端筋

下端筋

S T P

腹　筋

増打補強筋 4-D22

7-D25

7-D25

D

B

550 × 1400

6-D10

FK11

全域

4-D22

500 × 1200

FK12

4-D25

4-D25

6-D10

D13 @150 D13 @150

全域

4-D22

FK13

550 × 1000

5-D25

5-D25

D13 @150

4-D10

全域

4-D22

D13 @150

4-D10

FK14

7-D25

7-D25

550 × 1000

a

a≧300の場合は、腹筋を設ける。

(D10 @300以内)

増打補強筋:リスト参照

腹筋:2-D10

(D10 @300以内)L
2 地中梁ＳＴＰと

同径・同ピッチ

＜地中梁天増打要領＞

地中梁断面リスト　　1:40

地中小梁断面リスト　1:40

片持ち梁断面リスト　1:40

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

8-D25

全域

FG2

D13 @200

8-D10

4-D22

7-D25

550 × 1500

8-D25

全域

D13 @200

4-D22

7-D25

FG11

550 × 1400

7-D25

6-D10

B

B

B
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

S

L2

L2

L2

L2

＜定着要領＞

L2

L2

L2

L2

＜定着要領＞
上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

符号 版厚 位置 長辺方向

※幅止め筋は、D10 @1000とする。

上端筋
S1 150

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

備考短辺(主筋)方向

上端筋

下端筋

D10    @200D10,13 @200

D10    @200D10,13 @200

D10,13 @200

モチアミダブル

モチアミダブル

D10    @150

D10,13 @150

D10    @200

D10    @200

D10,13 @200

S2 150

150

150

S3

S4

D10    @200D10    @200

D10    @200D10    @200

D10    @200D10    @200

モチアミダブル

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

150～130

CS1

CS2

CS3

150

150

モチアミダブル

木型枠
モチアミダブル

木型枠
モチアミダブル

木型枠
モチアミダブル

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D10    @200

D13    @150

D10    @150

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

CS4 150

150CS5

D10    @200

D10    @200D10    @200

D10,13 @200

D10,13 @200

モチアミダブル

D13    @200

D10    @200D10    @200

D10    @200D10    @200

D10    @200

D10    @200

モチアミダブル

モチアミダブル

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
FS1 250 モチアミダブル

D13    @200

D13    @200D13    @200

D13    @200

D13

D13

D13

D13D10,13 @200

D10 @200

5
0
～

1
0
0
未

満

D13

D13

D13

D13

1
0
0～

2
00

未
満

D13

D13

D13

D13

20
0
以

上

床段差部配筋要領

スラブリスト

符　号 スラブ厚 断　　　　　　面

DS1 150

配力筋：D10 @200

配力筋：D10 @200

150

配力筋：D10 @200

主筋：D10 @200

DS2

配力筋：D10 @200

150

配力筋：D10 @200

主筋：D10 @200

DS3

配力筋：D10 @200

フラットデッキプレート　t=1.0（支持スパン2.75m以下）

フラットデッキプレート　t=1.0（支持スパン2.75m以下）

フラットデッキプレート　t=1.0（支持スパン2.75m以下）

フラットデッキプレート　t=0.8（支持スパン2.42m以下）

フラットデッキプレート　t=0.8（支持スパン2.42m以下）

フラットデッキプレート　t=0.8（支持スパン2.42m以下）

フラットデッキ床版リスト

（A1）1：30
（A3）1：60ス ラ ブ リ ス ト

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

大梁・小梁

H≦200

フラットデッキ床段差部配筋要領図

4
00CS2

2FL

梁天

G588

3

小庇と床段差部の配筋要領図

＜RC腰壁・パラペット配筋要領＞

シングル配筋

W120

19

主筋：D10 @200

主筋：D10,D13 @200

主筋：D10,D13 @200

主筋：D10,D13 @200

CS6

(CS6A)

150

(300)

120

1FL

配管ﾋﾟｯﾄ

FG梁

＜配管ピット仕様＞

1
,6

0
0
～

1
,
70

0

1FL

配管ﾋﾟｯﾄ

600×600

＜釜場　配筋要領＞

FG2

FB8A

手洗い・足洗い場配筋詳細図     1:30

1FL

設計GL

地中梁天

L-75×75×9

D13 @200D13

D13 @200

D10 @200

D13

D13

D13

天端筋

ヨコ筋 D10 @200

タテ筋 D10 @200 ずれ止め筋
D10 @400

捨コンクリート t=150
砕石 t=100
ﾀﾃ･ﾖｺ D10,13 @200
(ダブルクロス)

4-D22

STP D13 @200

2-D13

2-D13

2-D13

ﾀﾃ D13 @200
(チドリダブル)

ﾖｺ D10 @200
(チドリダブル)

D13

D13

D13

D10 @200

D10 @200

D13

D13

D13 @200

D10 @200

D10 @200

3-D19

  STP D10 @200

150

1
50

150

1
5
0

1
5
0

1
50

1
5
0

1
5
0

100

600

500

2
3
0

400

30

400

200

150

400

1
0
0

1
5
0

1
0
0

1
5
0

400

38
0

5
00

2
20

2
5
0

4
5
0

100 850

3
0
0
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00

200 350 100

4
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課員係長

工事名
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縮

尺

検図 製図
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１級建築士事務所　県知事登録　第13060号
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：100
（A3）1：200
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凡例

特記なき限り下記による

大梁継手位置は、柱芯より800とする。

地中梁天端レベルは、1FL-500とする。

胴縁：C-100×50×20×2.3 @455を示す。

2C-100×50×20×2.3を示す。

(目地部は2C-100×50×20×2.3とする)

梁幅増打範囲を示す。

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図
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１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：100
（A3）1：200
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凡例

特記なき限り下記による

大梁継手位置は、柱芯より800とする。

地中梁天端レベルは、1FL-500とする。

胴縁：C-100×50×20×2.3 @455を示す。

2C-100×50×20×2.3を示す。

(目地部は2C-100×50×20×2.3とする)

梁幅増打範囲を示す。

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：100
（A3）1：200
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凡例

特記なき限り下記による

大梁継手位置は、柱芯より800とする。

地中梁天端レベルは、1FL-500とする。

胴縁：C-100×50×20×2.3 @455を示す。

2C-100×50×20×2.3を示す。

(目地部は2C-100×50×20×2.3とする)

梁幅増打範囲を示す。

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事
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担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：30
（A3）1：60

S

符　号

柱　脚

1　階

2　階

C1 C2 C3

ボ
ル
ト
全
長
 
5
50

C4

BASE.PL

A.BOLT

□-350×350×12

□-350×350×12

ハイベースNEO　　EB350-8-30 ハイベースNEO　　EB350-8-30

□-350×350×16

60
0
以
上

9
0
以
上

定
着
長
さ
 4
0
0

7
0

8
0

HOOP

主　筋

備　考

礎柱部

□-D13 @150(SD295)□-D13 @150(SD295)

16-D22(SD345) 8-D19(SD345)

3. 柱脚の主筋は四隅フック不要，天端フープはシングル巻きとする

4. ベースプレート仕様・アンカーボルト仕様・ベースプレート下の

   後詰めモルタル仕様は、ハイベースNEO工法設計・施工標準による

特記なき限りは、下記による

1. 柱鋼材はBCR295とする

2. ダイアフラム鋼材は、通しダイアフラムは、SN490Cとする

   2-1）ダイアフラムの板厚は、S-05鉄骨工作標準図（2）による

   2-2）BOX柱と大梁段差接合部は、NDコア(柱・はり接合工法)を使用する。

        設計標準仕様は、NDコア標準図による。

        NDコアを使用する位置は、軸組図による。

ウェブ継手ボルト配置凡例図
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符号

K25
(屋外階段)

HTB HTB

フランジ継手 ウェブ継手
部材 備考

(添え板) CV.PL (添え板) CV.PL

H-250×125× 6× 9
-----

ウェブボルト1列配置 wP= 90 PL-12×125×530
2PL- 6×170×290

ピン仕口）G.PL-9,HTB2-M20

8-M16
(F8T)

4-M16
(2列×2段)

(F8T)

K340

K294

K30

K34

K45

H-340×250× 9×14
 PL-12×250×410

2PL-12×100×410
6-M22 2PL- 9×200×170 3-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60

H-294×200× 8×12
 PL- 9×200×410

2PL- 9× 80×410
6-M20 2PL- 9×200×170 3-M20 ウェブボルト1列配置 wP= 60

H-300×150×6.5×9
 PL- 9×150×290

2PL- 9× 60×290
4-M20 2PL- 6×200×170 2-M20

 PL- 9×175×290

2PL- 9× 70×290
4-M20 2PL- 6×260×170 3-M20 ウェブボルト1列配置 wP= 90H-346×174× 6× 9

2PL-12× 80×410

 PL-12×200×410
2PL- 9×320×170 5-M20 ウェブボルト1列配置 wP= 606-M20H-450×200× 9×14

ウェブボルト1列配置 wP= 120

特記なき限り

鉄骨大梁・片持ち梁リスト
1. H鋼材は、SS400 とする

2. H鋼材は、ロールH形鋼とする

3. プレート鋼材は、大梁鋼材と同等とする

4. 継手は、SCSS-H97に準拠する

5. 高力ボルトはS10T、亜鉛メッキ部はF8Tとする

符号
HTB HTB

フランジ継手 ウェブ継手
部材 備考

(添え板) CV.PL (添え板) CV.PL

 PL-12×300×440

2PL-16×110×440

8-M22
(チドリ) 2PL- 9×440×170 7-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60G582 H-582×300×12×17

G588 H-588×300×12×20
 PL-12×300×440

2PL-16×110×440

8-M22
(チドリ) 2PL- 9×440×170 7-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60

G45
 PL-12×200×410

2PL-12× 80×410
2PL- 9×320×170 5-M20 ウェブボルト1列配置 wP= 60H-450×200× 9×14 6-M20

G340 H-340×250× 9×14
 PL-12×250×410

2PL-12×100×410
6-M22 2PL- 9×200×170 3-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60

G294 H-294×200× 8×12
 PL- 9×200×410

2PL- 9× 80×410
6-M20 2PL- 9×200×170 3-M20 ウェブボルト1列配置 wP= 60

梁幅250以下梁幅300以上

□-250×250× 9

□-250×250×12

φ-355.6×12.0(STK400)

φ-355.6×12.0(STK490)

ハイベースNEO　　EB250-4-24 ハイベースNEO　　EM350-8-30

▽B.PL下端

△基礎天端

9
4

ボ
ル
ト
全
長
　
80
0

定
着
長
さ
 
6
0
0

1
06

5
0

9
0
以
上

8
0
0
以
上

5
0

9
0
以
上

8
0
0
以
上

□-D13 @150(SD295)

16-D22(SD345)

▽B.PL下端

△基礎天端

ボ
ル
ト
全
長
　
80
0

定
着
長
さ
 
6
0
0

1
10

9
0

□-D13 @150(SD295)

16-D22(SD345)

梁ハンチ要領図

部分溶け込み溶接

梁せいの1/2

＜2階 1,2通り G482大梁 A端＞

C4

C4

G482
G340

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

鉄骨柱リスト 　　1:30

符号

礎柱リスト 　　1:40

FC1

礎柱部

主　筋

HOOP

備　考
主筋は四隅フック不要

天端フープはシングル巻き

□-D13 @150

8-D16

100-500

大梁・小梁

100-500

H

H=嵩上げ高さ

大梁・小梁

大梁梁上嵩上げ部材：ＢＴ材の溶接要領図
フラットデッキ床：梁上スタッドボルト取付要領

26
鉄 骨 柱 ・ 大 梁 部 材 リ ス ト

G488 H-488×300×11×18
 PL-12×300×440

2PL-12×110×440

8-M22
(チドリ) 2PL-12×320×170 5-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60

 PL-12×300×440

2PL-12×110×440

8-M22
(チドリ) 5-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60H-440×300×11×18 2PL- 9×320×170G440

 PL-12×300×440

2PL-12×110×440

8-M22
(チドリ) 2PL-12×320×170 5-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60G482 H-482×300×11×15

 PL-12×300×440

2PL-12×110×440

8-M22
(チドリ) 2PL-12×320×170 5-M22 ウェブボルト1列配置 wP= 60H-482×300×11×15K482

□-350×350×12

大梁・片持ち梁

19φ(h=100) @300シングル

大梁・片持ち梁

19φ(h=100) @300ダブル

フランジ曲げ加工 R=10×tf
(tf=フランジ厚)

大梁のウエブ厚と同等以上

PL-12×梁巾

PL-9

PL-9 @900以内 PL-12×梁巾

PL-9 @900以内

2
5

390

310

3
90

3
10

3
6

5
50

550

460

290

4
60
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90

5
0

750

7
5
0

310290

460

100 100
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460
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4
60

2
90

500

410
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00
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0
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240
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岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：30
（A3）1：60

S

符号

N1

部材 G.PL HTB 備考

PL- 6 2-M16 座屈止め[-100× 50× 5×7.5

[-125× 65×　6× 8 2-M20 座屈止めPL- 6N1a , N2

4. 高力ボルトは、S10T、亜鉛メッキ部は、F8Tとする

5. C形鋼は、SSC400とする

ボルトピッチ P1=90mm

ボルトピッチ P1=70mm

ボルトピッチ P1=70mm

H-346×174× 6× 9B34A PL- 9 8-M20(2列×4段)

B34 H-346×174× 6× 9 PL- 9 4-M20

H-200×100×5.5×8B20A 4-M20(2列×2段)PL- 9

H-248×124× 5× 8B24 2-M20PL- 6

2-M16PL- 6B20 H-200×100×5.5×8

H-350×175× 7×11B35A PL- 9 8-M20(2列×4段)

PL- 9B29 H-298×149×5.5×8

PL- 9 2-M20B25 H-250×125× 6× 9

PL- 9H-298×149×5.5×8B29A 6-M20(2列×3段)

6-M20(2列×3段)PL- 9H-300×150×6.5×9B30A

PL- 9H-300×150×6.5×9

3-M20

3-M20B30

PL- 9 4-M20B35 H-350×175× 7×11

PL- 9B40 H-400×200× 8×13 4-M20

5-M20PL- 9B44 H-446×199× 8×12

5-M20PL- 9B50 H-500×200×10×16

PL-12B482 H-482×300×11×18 5-M22

PL-12H-588×300×12×20B588 6-M22

3-M22H-340×250× 9×14 PL-12B340

PL- 9 3-M20B294 H-294×200× 8×12

ボルトピッチ P1=90mm

2-M16 横使いPL- 6H-100×100× 6× 8

2-M16 横使い

WB100

WB125 H-125×125×6.5×9 PL- 9

WB1 □-100×100×3.2 PL- 6 2-M16

V1 JISタ－ンバックルブレース

1-M16 PL- 9 1-M16

V2

1-M20 PL- 9 1-M20

JISタ－ンバックルブレース

JISタ－ンバックルブレース

2-M20PL-121-M24

V3

C-100×50×20×3.2 @455 2-M12(中ボルト)

2-M12(中ボルト)2C-100×50×20×2.3
ヨコ胴縁

C-100×50×20×3.2 @455 2-M12(中ボルト)

2-M12(中ボルト)2C-100×50×20×2.3

PL-4.5

PL-4.5

PL-4.5

PL-4.5
タテ胴縁-1

デッキ床
型枠デッキプレート(JFデッキ同等品以上)

型枠用デッキプレート(JFデッキ同等品)

外壁開口補強

コンクリートスラブt=150

押出成形板外壁の開口幅3.0m以下は、各メーカーの開口補強材（標準）とする

PL-4.5C- 60×30×10×2.3 @600タテ胴縁-2

1. 鋼材 H 印は、SS400とする

3. プレート鋼材は、部材と同等とする

2. H鋼材は、ロールH形鋼とする
二次部材リスト

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

1. 鋼材は、SS400とする

2. 高力ボルトはS10Tとする

3. 屋外階段は、溶融亜鉛めっき仕上とする

符 号

部 材

仕 口

PC1

-----

□-150×150×9 (BCR295)

仕 口
・

柱 脚

備 考

BAS E. P L

A .B O L T

B.PL-19×300×300(SM490A)

4-M20(L=400) SS400 Wﾅｯﾄ

屋外階段支柱  亜鉛メッキ仕上

①パラペッ天まではね出しとなる場合は、
　ボルトピッチは100mm以上とする。

符 号

部 材

仕 口

仕 口
・

柱 脚

備 考

BAS E. P L

A .B O L T

H-150×150×7×10

G.PL-9 , HTB2-M20

2-M16(L=320) SS400 Wﾅｯﾄ

P150

B.PL-16×200×200

＜１階柱脚＞ ＜１階柱脚＞ ＜１階柱脚＞

B.PL-12×200×170

2-M16(L=320) SS400 Wﾅｯﾄ 2-M16(L=320) SS400 Wﾅｯﾄ

B.PL-12×200×140

P125

H-125×125×6.5×9

G.PL-9 , HTB2-M16

P100

H-100×100× 6× 8

G.PL-6 , HTB2-M16

2PL-4.5 , 中BOLT2-M16

□-100×100×3.2 (STKR400)

10
0
m
m以

上

①

P1

2PL-4.5 , 中BOLT2-M16

P2

□-125×125×3.2 (STKR400)

-----

-----

-----

-----

間柱リスト 　　1:30

梁幅300 梁幅250以下

フラットデッキ床：梁上スタッドボルト取付要領

ボルトピッチ:P1
※特記なきボルトピッチは60mm

40

40
P1

小梁

10 40

＜小梁仕口要領＞

梁芯
梁芯

小梁
大梁

梁天端

小梁

梁下端 大梁

＜2階・R1階 フラットデッキ床 ： 座屈止めの取り付き要領＞

R1水下梁天

R1水上梁天

G588

G588

G588

K294

K340

G588

6-7通り間 剛接梁仕口要領図 　　1:30

R1階

２階

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

R1水下梁天

R1水上梁天

R2水下梁天

R2水上梁天

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

壁
芯

1,500

2A

2

B50

B44

※胴縁-2は、2点支持とする

壁
芯

大梁

2FL

※
意

匠
図

に
よ

る

壁
芯

C E

大梁

2FL

※
意

匠
図

に
よ

る

R階 2A通りタテ胴縁-1取付け詳細図

＜垂れ壁下地：タテ胴縁-2　取付詳細図＞

2FL

梁天

壁
芯

柱
面

C
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鉄 骨 二 次 部 材 リ ス ト

1
0
0
mm

以
上

PL-12PL-16×250 2-M20ササラ桁（2）

PL-12

屋外階段 亜鉛メッキ仕上（F8T）

屋内階段PL-12×300ササラ桁（1） 3-M20

2-M12(中ボルト)

＜R2階  Ｚルーフ屋根：座屈止めの取り付き要領＞

FG8

B.PL-12×300×125

A.BOLT2-M16(L=300)

C1

＜柱脚形状＞

1FL

設計GL

地中梁天

屋外階段詳細図     1:30

1FL

設計GL

地中梁天

FB7

B.PL-12×350×120

A.BOLT2-M16(L=300)

＜柱脚形状＞

屋内階段詳細図     1:30

仕口部は、取付詳細図参照

小梁：16φ(h=100) @300ダブル 小梁：16φ(h=100) @300シングル

座屈止め

N1,N1a

座屈止め

N2

PL-9

PL-9

H-588×300×12×20

H-588×300×12×20

PL-9

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

PL-9

PL-9

タテ胴縁-1
C-100×50×20×3.2 @455

A.BOLT1-M12(L=300)@1800以内
上下C-60×30×10×2.3

垂れ壁下地：タテ胴縁-2
C-60×30×10×2.3 @600

アスロック
アスロック

上下C-60×30×10×2.3

垂れ壁下地：タテ胴縁-2

C-60×30×10×2.3 @600

C-100×50×20×3.2

A.BOLT 1-M12

(L=300) @1800以内

G.PL-4.5,中BOLT1-M12

G.PL-4.5,中BOLT1-M12 G.PL-4.5,中BOLT1-M12

G.PL-4.5,中BOLT1-M12

Zルーフ受け：C-100×50×20×3.2 Zルーフ受け：C-100×50×20×3.2

D13

D13

D10 @200

D13

D13

PL-6
PL-6

ササラ(2)：PL-16×250
ササラ(1)：PL-12×300

PL-4.5,中ボルト1-M12

PL-4.5,中ボルト1-M12

40

40

40 220

300

4
0

30
0

22
0

10
0

4040 120

200

2
0
0

10
0

40

1
7
0

40 120

8
5

85

200

4040 120

7
0

200

7
0

1
4
0

100 100

60
60

50

7
0

60

60

1
5
0

2
0
0

700600

500 1,500

300

650 700

20
0

5
0
0

2
6
0

5
00

1
8
0

1
8
0

2
0
0

1
8
0

1102,000

3
00

15075 75

2
5

40
8
5

300

1
0
01
00

45
0

5
0

45
0

5
0

100

2
5

100

4
0

8
0

350

150

令和８年３月



担当者 承認課長補佐課長

岡山市　都市整備局　住宅・建築部　公共建築課

課員係長

工事名

図　面
縮

尺

検図 製図

Ｎｏ．

１級建築士事務所　県知事登録　第13060号

Tel：086-225-1367 Fax：086-223-2070
〒700-0838
１級建築士　第132373号　東元　久雄

岡山市北区京町１０番２号

一級建築士登録 第329417号

構造設計一級建築士証交付番号 第9918号  大垣　敦史

（A1）1：30
（A3）1：60

S

岡 山 市 立 操 南 幼 稚 園 園 舎 改 築 工 事

設計GL

B.PL下端

1FL

柱
芯

柱
芯

G582

K482

K45 G45

C4

C4

C2

N1a N1a

壁
芯

柱
芯

A

2FL

Ｂ

Ａ 矢視図

G482

C2

G45

K340

K294
B20 N1a N1a

B34

B20 B20

B34
G482

B35A B35A

B34A
B34A

G45B29

壁
芯

柱
芯

A

B20

B34A

G482

φ
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5
5
.6

×
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.
0
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T
K
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0
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φ
-
3
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□
-
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3
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×
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F12 F22

FK13

FG1

特記なき限り

・通しダイアフラムの材質は、SN490Cとする。板厚は 鉄骨工作標準図(2)による。

・高力ボルトはS10Tとする。

・継ぎ手・仕口仕様は、各リスト参照のこと。

・柱鋼材（□）は、BCR295とする。

・梁鋼材（Ｈ）は、SS400とする。

λx=43.6
λy=43.6

λx=50.1
λy=50.1

λx=39.3
λy=39.3

λx=35.4
λy=35.4

梁天

2FL

梁天

R2水下梁天

R2水上梁天

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

R1水下梁天

R1水上梁天

K294

K340

1A

2
8,500

A通り鉄骨詳細図  　　1:30

壁
芯

1

柱
芯

10,500
E

5通り鉄骨詳細図  　　1:30

壁
芯

C

柱
面

＜ダイヤフラム形式＞ ＜NDコア＞

パネルゾーン溶接要領

Ａ

Ｃ

C

G588

B35A B35A

2FL

梁天

2FL

梁天

矢視図Ｂ

矢視図Ｃ

鉄 骨 詳 細 図
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FG5

C-100×50×20×3.2

[-125×65×6×8

[-125×65×6×8

G.PL-6,HTB2-M20

G.PL-6,HTB2-M20

H-582×300×12×17

G.PL-9,HTB8-M20

G.PL-9,HTB8-M20

G.PL-9,HTB8-M20

スタッドボルト
19φ(h=100) @300ダブル

スタッドボルト
19φ(h=100) @300ダブル

G.PL-9,HTB8-M20

スタッドボルト
19φ(h=100) @300ダブルスタッドボルト

19φ(h=100) @300シングル

スタッドボルト
19φ(h=100) @300シングル

スタッドボルト
19φ(h=100) @300ダブル

PL-9

G.PL-9
HTB4-M20

PL-12 PL-12

G.PL-6,HTB2-M16

H-200×100×5.5×8
H-346×174×6×9

G.PL-9,HTB8-M20

スタッドボルト
16φ(h=100) @300シングル

スタッドボルト
16φ(h=100) @300シングル

H-482×300×11×15

G.PL-6,HTB2-M16

G.PL-6,HTB2-M20

G.PL-6,HTB2-M20

G.PL-6,HTB2-M16

PL-22

PL-22

PL-19

ハイベースNEO
EB350-8-30

ハイベースNEO
EM350-8-30

G.PL-9,HTB3-M20

G.PL-9,HTB4-M20

H-588×300×12×20

H-294×200×8×12

H-340×250×9×14

G.PL-9,HTB8-M20G.PL-9,HTB8-M20

H-350×175×7×11H-350×175×7×11

スタッドボルト
16φ(h=100) @300シングル

NDコア
ND350-632

NDコア
ND350-638

PL-25

PL-36H-450×200×9×14
H-450×200×9×14
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